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※本プログラムの演題名・氏名・所属の表記は、ご自身による表記を
　優先いたしましたが、統一のため多少変更を加えた部分があります。
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招請講演 1 4月20日（土）　9:30〜10:10　第1会場

◆ 「チバニアン」と地磁気逆転 　　座長：納谷 幸男（帝京大学ちば総合医療センター）

　

IL1 「チバニアン」と地磁気逆転
岡田 誠 Makoto Okada（  茨城大学理学部）

　
招請講演 2 4月20日（土）　15:20〜16:00　第1会場

◆ 災害における行政の役割　千葉県総合救急災害医療センター（仮称）構想 　　座長：伊藤 敬一（防衛医科大学校）

　

IL2 災害における行政の役割　千葉県総合救急災害医療センター（仮称）構想
矢島 鉄也 Tetsuya Yajima（  千葉県病院局）

　
招請講演 3 4月20日（土）　16:00〜16:40　第1会場

◆ これからの日本の経済社会構造の変化と泌尿器科診療 　　座長：小川 良雄（昭和大学）

　

IL3 これからの日本の経済社会構造の変化と泌尿器科診療
古川 俊治 Toshiharu Furukawa（  参議院議員、慶應義塾大学医学部外科・法科大学院）

　
海外招請講演 8 4月20日（土）　15:20〜15:50　第2会場

◆ An Update on PSMA Directed Agents in Diagnostics and Therapeutics of Prostate Cancer
 　　座長：赤倉 功一郎（JCHO東京新宿メディカルセンター）

　

OIL8 An Update on PSMA Directed Agents in Diagnostics and Therapeutics of Prostate 
Cancer
Michael J. Morris（  Member, Memorial Sloan Kettering Cancer Center, Section Head, Prostate Cancer, USA）

　
会長指定企画 4 4月20日（土）　10:20〜11:20　第1会場

◆ 鼎談「長寿社会の医療を考える」 　　
　

郡 健二郎 Kenjiro Kohri（  名古屋市立大学 学長）

星長 清隆 Kiyotaka Hoshinaga（  学校法人藤田学園　理事長）

小出 宣昭 Nobuaki Koide（  中日新聞・東京新聞　顧問）

　
教育講演 5 4月20日（土）　10:00〜10:30　第5会場

◆ 副腎とその周囲の後腹膜に発生する腫瘍の画像診断 　　座長：田中 正利（福岡大学）

　

EL5 副腎とその周囲の後腹膜に発生する腫瘍の画像診断
小山 貴 Takashi Koyama（  倉敷中央病院　放射線診断科）

　
シンポジウム 21 4月20日（土）　10:10〜11:30　第2会場

◆ 疫学研究、基礎研究に基づく尿路結石予防への道筋
 　　座長：荒川 孝（新百合ヶ丘総合病院）・諸角 誠人（埼玉医科大学総合医療センター）

　

SY21-1 2015年尿路結石全国疫学調査結果から見える本邦の尿路結石の変遷
坂本 信一 Shinichi Sakamoto（  千葉大学）

　

SY21-2 メタボリックシンドロームからみた尿路結石予防法
射場 昭典 Akinori Iba（  新宮市立医療センター）

　

SY21-3 脂質代謝とマクロファージからみた結石溶解療法への挑戦
田口 和己 Kazumi Taguchi（  名古屋市立大学）

　

SY21-4 シュウ酸代謝からみる尿路結石診療の未来
高山 達也 Tatsuya Takayama（  自治医科大学）

　
シンポジウム 22 4月20日（土）　13:30〜14:50　第2会場

◆ 前立腺肥大症治療の最前線 　　座長：舛森 直哉（札幌医科大学）・関戸 哲利（東邦大学医療センター大橋病院）

　

SY22-1 接触式前立腺レーザー蒸散術（CVP:Contact laser Vaporization of the Prostate）
加藤 忍 Shinobu Katou（  かとう腎・泌尿器科クリニック）

　

SY22-2 前立腺肥大症に対するツリウムレーザーをもちいた前立腺核出術
小路 直 Sunao Shoji（  東海大学）

123第107回日本泌尿器科学会総会



４
月
20
日（
土
）

　

SY22-3 経尿道的前立腺吊上げ術
山西 友典 Tomonori Yamanishi（  獨協医科大学病院排泄機能センター）

　

SY22-4 前立腺肥大症による下部尿路症状に対する経尿道的水蒸気治療
志田 洋平 Yohei Shida（  長崎大学）

　

SY22-5 前立腺肥大症に対する新規低侵襲手術: Aquablation
大橋 宗洋 Munehiro Ohashi（  京都府立医科大学）

　

SY22-6 腹腔鏡下・ロボット支援下被膜下前立腺腺腫核出術の現状
村井 亮介 Ryosuke Murai（  滋賀医科大学）

　

SY22-7 前立腺動脈塞栓術
舟橋 康人 Yasuhito Funahashi（  名古屋大学）

　

SY22-8 前立腺肥大症に対する前立腺注入療法
福多 史昌 Fumimasa Fukuta（  札幌医科大学）

　
シンポジウム 23 4月20日（土）　9:10〜10:30　第3会場

◆ 5-ALAを用いた光力学診断/治療の新展開 　　座長：井上 啓史（高知大学）・藤本 清秀（奈良県立医科大学）

　

SY23-1 5-アミノレブリン酸を用いた光力学的診断補助下2nd TUR-BTの意義
笹尾 拓己 Takumi Sasao（  坂泌尿器科病院）

　

SY23-2 腎細胞癌における5-アミノレブリン酸（5-ALA）を用いた光力学診断および5-ALA投与後の尿中ポ
ルフィリン測定の有用性の検討
西本 紘嗣郎 Koshiro Nishimoto（  埼玉医科大学国際医療センター）

　

SY23-3 蛍光尿細胞診の課題と展望
穴井 智 Satoshi Anai（  奈良県立医科大学）

　

SY23-4 分子腫瘍学から見た光力学診断の新展開
松山 豪泰 Hideyasu Matsuyama（  山口大学）

　

SY23-5 筋層非浸潤性膀胱癌に対する新規イメージング技術の臨床応用 〜5-アミノレブリン酸を用いた光力
学診断〜
福原 秀雄 Hideo Fukuhara（  高知大学）

　
シンポジウム 24 4月20日（土）　10:30〜11:50　第3会場

◆ 膀胱癌における薬物療法の最前線 　　座長：久米 春喜（東京大学）・中川 昌之（鹿児島大学）

　

SY24-1 光力学的診断の現在、過去、未来
小山 政史 Masafumi Oyama（  埼玉医科大学国際医療センター）

　

SY24-2 2nd line治療の現状と展望
川合 剛人 Taketo Kawai（  東京大学）

　

SY24-3 免疫チェックポイント阻害剤の現状と展望
湯浅 健 Takeshi Yuasa（  公益財団法人がん研究会有明病院）

　

SY24-4 今後期待される膀胱癌における免疫チェックポイント阻害薬以外の薬物療法
榎田 英樹 Hideki Enokida（  鹿児島大学）

　
シンポジウム 25 4月20日（土）　13:30〜14:50　第3会場

◆ 尿路上皮癌におけるリンパ郭清の意義 　　座長：近藤 恒徳（東京女子医科大学東医療センター）・中川 徹（帝京大学）

　

SY25-1 膀胱癌に対するリンパ節郭清の意義:総論
田口 慧 Satoru Taguchi（  杏林大学）

　

SY25-2 骨盤内膜解剖とリンパ流に基づいた腹腔鏡下膀胱全摘における骨盤内拡大リンパ節郭清
三木 淳 Jun Miki（  東京慈恵会医科大学附属柏病院）

　

SY25-3 上部尿路癌に対するリンパ節郭清の意義:総論
猪口 淳一 Junichi Inokuchi（  九州大学病院）

　

SY25-4 腹腔鏡下・ロボット支援下のリンパ節郭清の現状
安部 崇重 Takashige Abe（  北海道大学）
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SY25-5 機能的画像診断による尿路上皮癌リンパ節転移巣評価:PET/CT およびDWIBSの活用
吉田 宗一郎 Soichiro Yoshida（  東京医科歯科大学）

　

SY25-6 尿路上皮癌のリンパ節転移陽性例に対する治療指針
菊地 栄次 Eiji Kikuchi（  慶應義塾大学）

　
シンポジウム 26 4月20日（土）　15:00〜16:20　第3会場

◆ 診療報酬改定に向けた申請プロセスのあり方と中長期戦略 　　座長：斎藤 忠則（東京曳舟病院）・髙橋 悟（日本大学）

　

SY26-1 診療報酬改定に向けた申請プロセスのあり方と中長期戦略 ー 要望収集・申請
冨士 幸蔵 Kohzo Fuji（  昭和大学）

　

SY26-2 診療報酬改定に向けた申請プロセスのあり方と中長期戦略エビデンスの構築・中長期的戦略
矢内原 仁 Hitoshi Yanaihara（  埼玉医科大学附属病院）

　

SY26-3 診療報酬改定に向けた申請プロセスのあり方と中長期戦略-外保連ルート
山口 健哉 Kenya Yamaguchi（  日本大学）

　

SY26-4 内保連ルート
増田 光伸 Mitsunobu Masuda（  増田泌尿器科）

　
シンポジウム 27 4月20日（土）　13:30〜14:50　第4会場

◆ 開業泌尿器科の悩み～スタッフ問題、労務問題、継承問題
 　　座長：岩澤 晶彦（岩澤クリニック）・岩佐 厚（岩佐クリニック）

　

SY27-1 スタッフ採用〜みんなどうやってスタッフを探しているんだろう?
菅野 展史 Nobufumi Kanno（  菅野クリニック）

　

SY27-2 こんな時はどうすれば? 院長が知っておきたい労務管理
小林 真也 Shinya Kobayashi（  宮の沢腎泌尿器科クリニック）

　

SY27-3 「継承問題」後継者不在 〜 なかなか見つからない「運命の相手」探しのために
大塚 亮一 Ryoichi Ohtsuka（  大塚総合税理士法人　代表）

　
シンポジウム 28 4月20日（土）　15:00〜16:20　第4会場

◆ 本音で語る病診連携～開業医が求めること、勤務医が求めること～
 　　座長：宮﨑 良春（（医）薬院ひ尿器科医院）・髙尾 徹也（大阪府立急性期・総合医療センター）

　

SY28-1 無床診療所で日帰り手術をする泌尿器科開業医が勤務医に求めること
加藤 忍 Shinobu Katou（  かとう腎・泌尿器科クリニック）

　

SY28-2 泌尿器科開業医が勤務医に求めること 〜泥水を啜ってでものし上がってやろうと心に秘めているあ
る落下傘開業医の場合〜
堀 大輔 Daisuke Hori（  医療法人大貴会ほり泌尿器科クリニック）

　

SY28-3 地方都市における泌尿器科病診連携 〜かかりつけ医との良好な関係づくり〜
長谷川 徹 Toru Hasegawa（  医療法人社団長谷川病院）

　

SY28-4 泌尿器科専門病院における病診連携
佐藤 嘉一 Yoshikazu Sato（  三樹会病院）

　

SY28-5 急性期病院の病診連携における泌尿器科勤務医の役割〜開業医に求めること
清原 久和 Hisakazu Kiyohara（  市立豊中病院）

　
シンポジウム 29 4月20日（土）　10:40〜12:00　第5会場

◆ 原発性アルドステロン症：診断と治療の最前線 　　座長：宮嶋 哲（東海大学）・井川 掌（久留米大学）

　

SY29-1 原発性アルドステロン症診療における10年の進歩
栗原 勲 Isao Kurihara（  慶應義塾大学医学部腎臓内分泌代謝内科）

　

SY29-2 原発性アルドステロン症の病理学的な新たな知見
西本 紘嗣郎 Koshiro Nishimoto（  埼玉医科大学国際医療センター／慶應義塾大学医学部医化学教室）

　

SY29-3 原発性アルドステロン症に対するラジオ波焼灼術
高瀬 圭 Kei Takase（  東北大学大学院医学系研究科放射線診断学分野）

　

SY29-4 原発性アルドステロン症に対する外科的治療
伊藤 明宏 Akihiro Ito（  東北大学）
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SY29-5 原発性アルドステロン症に対する単孔式腹腔鏡手術
井上 省吾 Shogo Inoue（  広島大学）

　
シンポジウム 30 4月20日（土）　14:00〜15:20　第5会場

◆ 小児泌尿器科医療における腹腔鏡手術・ロボット手術
 　　座長：宮北 英司（東海大学大磯病院）・宋 成浩（獨協医科大学埼玉医療センター）

　

SY30-1 小児膀胱尿管逆流に対する内視鏡的注入膀胱尿管逆流防止術
徳永 正俊 Masatoshi Tokunaga（  東海大学医学部附属大磯病院）

　

SY30-2 気膀胱下逆流防止術を安全に行うための操作と工夫
中山 哲成 Akinori Nakayama（  獨協医科大学埼玉医療センター）

　

SY30-3 膀胱尿管逆流に対するロボット支援逆流防止術
西尾 英紀 Hidenori Nishio（  名古屋市立大学大学院医学研究科小児泌尿器科学分野）

　

SY30-4 腹腔鏡下腎盂形成術の有用性とロボット支援手術の展望
佐藤 雄一 Yuichi Sato（  福島県立医科大学）

　

SY30-5 小児泌尿器科におけるロボット支援手術のこれから
内藤 泰行 Yasuyuki Naitoh（  京都府立医科大学）

　
教育企画 16 4月20日（土）　9:10〜10:10　第2会場

◆ 尿路結石症：エキスパートから学ぶ内視鏡手術のコツ
 　　座長：山口 聡（医療法人仁友会北彩都病院）・柑本 康夫（和歌山県立医科大学）

　

EP16-1 TULのコツとpitfall
松崎 純一 Junichi Matuszaki（  大口東総合病院）

　

EP16-2 経皮的腎砕石術（PNL）のコツとpitfall
山田 仁 Hitoshi Yamada（  医仁会武田総合病院）

　

EP16-3 ECIRSのコツとpitfall
濵本 周造 Shuzo Hamamoto（  名古屋市立大学）

　

EP16-4 内視鏡手術のトレーニング
井上 貴昭 Takaaki Inoue（  神戸原泌尿器科病院）

　
教育企画 17 4月20日（土）　9:10〜10:10　第4会場

◆ 泌尿器癌と糖鎖 　　座長：斎藤 誠一（琉球大学）・佐藤 信（東北医科薬科大学）

　

EP17-1 前立腺癌におけるstage-specific embryonic antigen-4の病理学的役割とホルモン療法における変化
宮田 康好 Yasuyoshi Miyata（  長崎大学）

　

EP17-2 がん細胞表面の糖鎖を認識するレクチン
伊藤 淳 Jun Ito（  東北医科薬科大学）

　

EP17-3 糖鎖バイオマーカーによる前立腺癌診断と悪性度評価
米山 徹 Tohru Yoneyama（  弘前大学）

　

EP17-4 泌尿器癌における糖鎖の役割
伊藤 明宏 Akihiro Ito（  東北大学）

　
教育企画 18 4月20日（土）　10:10〜11:10　第4会場

◆ 泌尿器疾患と動物モデル 　　座長：杉村 芳樹（三重大学）・神波 大己（熊本大学）

　

EP18-1 上皮-間質組み替えモデルおよび器官培養法を用いた泌尿器疾患研究の利点と欠点
加藤 学 Manabu Katou（  三重大学病院）

　

EP18-2 前立腺癌における遺伝子改変マウスモデル: 新たな発見と発展のツールとして
倉 由吏恵 Yurie Kura（  近畿大学医学部附属病院）

　

EP18-3 患者由来組織ゼノグラフトモデルを用いた泌尿器悪性腫瘍研究の現状と課題
井上 貴博 Takahiro Inoue（  京都大学）
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会長指定講演 5 4月20日（土）　14:50〜15:10　第2会場

◆ 早期前立腺癌に対する監視療法の現状と課題 　　座長：福原 浩（杏林大学）

　

PDL5 早期前立腺癌に対する監視療法の現状と課題
杉元 幹史 Mikio Sugimoto（  香川大学）

　
会長指定講演 6 4月20日（土）　13:30〜13:50　第5会場

◆ ロボット支援手術の導入と課題 　　座長：深沢 賢（千葉県がんセンター）

　

PDL6 ロボット支援手術の導入と課題
仲村 和芳 Kazuyoshi Nakamura（  千葉大学医学部附属病院）

　
日本専門医機構対応共通講習 4月20日（土）　13:50〜14:50　第1会場

◆ 両立支援 　　座長：市川 智彦（千葉大学）

　

MSB-1 治療と仕事の両立支援とは
豊田 章宏 Akihiro Toyota（  労働者健康安全機構中国労災病院治療就労両立支援センター）

　

MSB-2 がん症例に対する、治療と仕事の両立支援
大西 洋英 Hirohide Ohnishi（  独立行政法人労働者健康安全機構　本部）

　
男女共同参画シンポジウム 4月20日（土）　10:50〜11:50　第15会場

◆ 働き方改革～日本泌尿器科学会が考えるFuture Vision～
 　　座長：那須 保友（岡山大学）・佐々木 ひと美（藤田医科大学）

　

男女-1 男女共同参画:ダイバーシティ時代における提案
鈴木 啓悦 Hiroyoshi Suzuki（  東邦大学医療センター佐倉病院）

　

男女-2 スポーツ界からみた男女共同参画について
土肥 美智子 Michiko Dohi（  国立スポーツ科学センターメディカルセンター）

　
International Session Oral 05 4月20日（土）　9:30〜10:18　第11会場

◆ Adrenals/Renal tumor 1 　　Chairperson：Koji Mitsuzuka（Tohoku University, Department of Urology, Japan）

　

IS-29 Relevance of genetic mutations and disease severity in Japanese tuberous sclerosis.
Hitomi Sasaki（  Department of Urology, Fujita Health University, Japan）

　

IS-30 Delayed recovery of kidney function in patients with obesity after laparoscopic 
surgery for Cushing's syndrome
Kazuyuki Numakura（  Department of Urology, Akita University Graduate School of Medicine, Japan）

　

IS-31 Not visceral fat area but BMI predicts surgical outcome in retroperitoneal 
laparoscopic adrenarectomy
Ken Wakai（  Chiba University Hospital, Japan）

　

IS-32 Size of adrenal surgical margin predicts the surgical outcome in intraperitoneal 
laparoscopic adrenarectomy
Takaaki Tamura（  Urology, Chiba University Hospital, Japan）

　

IS-33 Risk Factors of Hemorrhagic Complications in Robotic Assisted Partial Nephrectomy 
Patients
Cheng-han Tsai（  Urology Department, Taipei Veterans General Hospital, Taiwan）

　

IS-34 Long-term Outcomes of Nephrectomy and Inferior Vena Cava Thrombectomy in 
Patients with Advanced RenalCell Carcinoma A Single-center Experience
Wei-lun Huang（  Urology Department, Taiwan University Hospital, Taiwan）

　
International Session Oral 06 4月20日（土）　10:20〜11:08　第11会場

◆ Renal tumors 2 　　Chairperson：Fumiya Hongo（Kyoto Prefectural University of Medicine, Japan）

　

IS-35 The serial psychological behavior accompanied with renal function loss after radical 
nephrectomy or nephron-sparing surgery - A prospective study
Yun-chu Chang（  Urology Department, Taipei Veterans General Hospital, Taiwan）
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IS-36 Significance of pre-to-postoperative dynamics of AST/ALT（De Ritis）ratio in 
predicting prognosis of renal cell carcinoma after surgical treatment
Seong Il Seo（  Urology, Sungkyunkwan University, Samsung Medical Center, Korea）

　

IS-37 A prospective study to determine mid term outcome of patients with renal carcinoma 
in a single urology unit of Sri Lanka
Madura Ambegoda（  Urology, Colombo South Teaching Hospital, Sri Lanka）

　

IS-38 演題取り下げ

　

IS-39 Acquired cystic kidney disease（AKCD）and renal malignancy risk in transplant 
recipients
Dorothy Chua（  Department of Urology, Ipswich Hospital, Queensland Health ／ Department of Urology, Queen Elizabeth II Jubilee 

Hospital, Queensland Health, UK）
　

IS-40 Overall survival（OS）in METEOR, a randomized phase 3 trial of cabozantinib（C）vs 
everolimus（E）in patients（pts）with advanced renal cell carcinoma（RCC）.
Thomas E. Hutson（  Baylor University Medical Center, Dallas, TX, USA）

　
International Session Oral 07 4月20日（土）　11:20〜11:52　第11会場

◆ Female LUTS/Incontinence
Chairpersons： Kyu-Sung Lee（Samsung Medical Center, Korea / President, Korean Urological Association） 

Yasue Kubota（Nagoya City University School of Nursing, Japan）

　

IS-41 Laparoscopic Sacrocolpopexy with uterine conservation. New option for pelvic organ 
prolapse patients.
Sari Toki（  Urology, Kameda Medical Center, Japan）

　

IS-42 Laparoscopic sacrocolpopexy for pelvic organ prolapse: A single center experience 
in a series of 1000 patients
Masayoshi Nomura（  Urogynecology Center, Kameda Medical Center, Japan）

　

IS-43 Survey on Disease Insight and Prevalence of Female Urinary Incontinence
Seolho Choo（  Urology, Ajou University School of Medicine, Korea）

　

IS-44 A novel method to assess post prostatectomy - SUI: a 24-hour urocondom test.
Nicola Caria（  Department of Urology and Andrology, University of Cagliari ／ Spinal Cord Injury Department, Ospedale Marino - 

ASL Cagliari, Italy）

　
International Session Oral 08 4月20日（土）　13:30〜14:10　第11会場

◆ Prostate cancer 1 　　Chairperson：Satoko Kojima（Teikyo University Chiba Medical Center, Japan）

　

IS-45 Exercise, polyphenol rich dietary interventions and their impact on men with prostate 
cancer
Robert J Thomas（  Department of Oncology, Addenbrooke's Cambridge University Hospital ／ Department of Biological and 

Exercise Science, Coventry University ／ Bedford Hospital, The Primrose Oncology Research Unit, UK）
　

IS-46 Comparison of the Prostate Imaging-Reporting and Data System version 2 category 1 
and 2 groups: Clinical implication of negative multiparametric MRI
Sung Kyu Hong（  Urology, Seoul National University College of Medicine, Seoul National University Bundang Hospital, Korea）

　

IS-47 Combination of Prostate Health Index and multiparametric magnetic resonance 
imaging（mpMRI）with PI-RADS score to detect clinical significant prostate cancer
Wei-juan Li（  China Medical University Hospital, Taiwan）

　

IS-48 演題取り下げ

　

IS-49 Evaluation of Preoperative Potency before Robot-Assited Robotic Prostatecomy: Is 
Self-Administered Questionnaire the Best Option?
Jun Hyuk Hong（  Department of Urology, Asan Medical Center, Korea）
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International Session Oral 09 4月20日（土）　14:15〜14:47　第11会場

◆ Prostate cancer2/Testis tumors
 　　Chairperson：Masashi Nakayama（Department of Urology, Osaka International Cancer Institute, Japan）

　

IS-50 Ten-year outcomes of intensity-modulated radiation therapy combined with hormone 
therapy for high-risk non-metastatic prostate cancer
Yutaka Horiguchi（  Urology, Edogawa Hospital, Japan）

　

IS-51 Characteristic signature of significant cancer among tumor volume < 0.5cc prostate 
cancer in Japanese men
Nobuyoshi Takeuchi（  Urology, Graduate School of Medicine and School of Medicine, Chiba University, Japan）

　

IS-52 Prognostic significance of serum gamma-glutamyltransferase in patients with 
castration-resistant prostate cancer treated with enzalutamide
Kosuke Takemura（  Department of Urology, Tokyo Metropolitan Cancer and Infectious Diseases Center Komagome Hospital, 

Japan）
　

IS-53 The outcome of primary testicular lymphoma in single center experience
Tsai-feng Chen（  Division of Urology, Department of Surgery, Cardinal Tien Hospital, New Taipei City, Taiwan）

　
International Session Oral 10 4月20日（土）　14:50〜15:38　第11会場

◆ Andrology/Sexual dysfunction
Chairperson：Yukihiro Umemoto（ Department of Education and Research Center for Advanced 

Medicine, Nagoya City University Graduate School of Medical 

Sciences, Japan）

　

IS-54 Co-morbidities affecting testicular function among patients with suspicion of prostate 
cancer
Akira Komiya（  Department of Urology, Chiba University Graduate School of Medicine, Japan）

　

IS-55 Application of precious metal contained medical textile in erectile dysfunction.
Ying-lun Ou（  Division of Urology, Tri-Service General Hospital, National Defense Medical Center, Taiwan）

　

IS-56 Defining better cut-off value for peak systolic velocity and resistance index under 
Penile Doppler ultrasound for patient with erectile dysfunction
Sheng-yung Tung（  Department of Urology, National Taiwan University Hospital, Taiwan）

　

IS-57 The roles of low-intensity extracorporeal shockwave therapy on penile hemodynamic 
and erectile performance
Te-yen Chuang（  Urology, National Taiwan University Hospital ／ Urology, En Chu Kong Hospital, Taiwan）

　

IS-58 How long does the effect last of low intensity shock wave treatment（LISWT）for 
erectile dysfunction（ED）? A prospective study with an average 8 months followup
Chun-yo Laih（  Urology, China Medical University Hospital, Taiwan）

　
International Session Oral 11 4月20日（土）　15:40〜16:20　第11会場

◆ Pediatric urology/Upper tract benign disease/Others
Chairperson：Kentaro Mizuno（ Department of Pediatric Urology, Nagoya City University Graduate 

School of Medical Sciences, Japan）

　

IS-59 The atrophy rate of undescended testis after orchiopexy by different primary locations
Chi-shin Tseng（  Department of Urolgoy, National Taiwan University Hospital, Taiwan）

　

IS-60 How long is the minimum period of ureteral stenting for avoiding urine leakage via 
anastomosis site after open pyeloplasty for children for UPJO?
Minki Baek（  Samsung Medical Center, Sungkyunkwan University School of Medicine, Korea）

　

IS-61 Renal function is associated with prognosis in stent-change therapy for malignant 
ureteral obstruction
Taekmin Kwon（  Urology, Ulsan University Hospital, Korea）

　

IS-62 A double blind, randomised trial of a natural nail bed balm profoundly reduces 
chemotherapy-induced onycholysis - The UK PolyBalm Study
Robert J Thomas（  Departments of Oncology, Addenbrooke's Cambridge University Hospital ／ Department of Exercise and 

Biological Science, Coventry University ／ Bedford Hospital, The Primrose Oncology Lifestyle Research Unit, UK）
　

IS-63 Magnetic resonance urography for evaluation of Ketamine-associated uropathy
Yi-hsuan Wu（  Urology, Kaohsiung Medical University hospital,  Kaohsiung Medical University, Taiwan）
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一般口演 51 4月20日（土）　8:30〜9:10　第6会場

◆ 女性泌尿器科1 骨盤臓器脱1 　　座長：平山 暁秀（近畿大学奈良病院）

　

OP-301 当院における腹腔鏡下仙骨膣固定術（LSC）の手術成績
池上 要介 Yousuke Ikegami（  名古屋市立東部医療センター）

　

OP-302 腟断端脱に対する LSC の工夫と当院の成績
成島 雅博 Masahiro Narushima（  名鉄病院）

　

OP-303 Titanium tacks併用腹腔鏡下仙骨腟固定術の初期成績
持田 淳一 Junichi Mochida（  日本大学）

　

OP-304 腹腔鏡下仙骨腟固定術（LSC）に対するERAS導入の初期経験
安倍 弘和 Hirokazu Abe（  亀田総合病院）

　

OP-305 浜松労災病院における腹腔鏡下仙骨腟固定術の初期経験
小堀 豪 Go Kobori（  浜松労災病院）

　
一般口演 52 4月20日（土）　9:10〜9:58　第6会場

◆ 女性泌尿器科2 骨盤臓器脱2 　　座長：長岡 明（米沢市立病院）

　

OP-306 PTFEメッシュ（ORIHIME®）を用いたTVMA2術式の有効性および安全性の検討-Polyform®を
対照とした前向き比較試験-
鍬田 知子 Tomoko Kuwata（  第一東和会病院）

　

OP-307 骨盤臓器脱に対するTVMの術式による周術期成績および術後排尿機能の比較検討
中島 駿佑 Syunsuke Nakashima（  独立行政法人国立病院機構大分医療センター）

　

OP-308 骨盤臓器脱に対する全腟閉鎖術:デルマトームは手術時間、出血量を減らす
加藤 久美子 Kumiko Kato（  名古屋第一赤十字病院女性泌尿器科）

　

OP-309 根治的膀胱全摘除術後に小腸瘤をきたし，経膣的修復術を行った2症例
本田 周子 Shuko Honda（  四谷メディカルキューブ／援腎会すずきクリニック）

　

OP-310 水腎症を有する骨盤臓器脱患者の検討
谷口 成実 Narumi Taniguchi（  市立釧路総合病院）

　

OP-311 骨盤臓器脱患者における骨格筋量の検討
高澤 直子 Naoko Takazawa（  順天堂東京江東高齢者医療センター／順天堂大学医学部附属順天堂医院）

　
一般口演 53 4月20日（土）　9:58〜10:38　第6会場

◆ 女性泌尿器科3 その他 　　座長：宮地 禎幸（川崎医科大学）

　

OP-312 当科における女性尿道憩室切除術:失敗例の臨床的検討
下稲葉 美佐 Misa Shimoinaba（  四谷メディカルキューブ）

　

OP-313 医原性膀胱腟瘻31例での瘻孔閉鎖術が感情障害に与える影響
藤﨑 章子 Akiko Fujisaki（  四谷メディカルキューブ）

　

OP-314 心因性下部尿路機能障害における心因性過活動膀胱と心因性排尿障害症状との鑑別手技:特に精神負
荷時の精神性発汗量測定検査について
福井 準之助 Junnosuke Fukui（  竹山病院）

　

OP-315 医療従事者を対象とした骨盤底筋トレーニングハンズオンセミナーの効果
高橋 由依 Yui Takahashi（  北海道大学）

　

OP-316 機能的女性下部尿路閉塞症に対する経尿道的手術 〜 当科における手術手技と成績について 〜
仙石 淳 Atsushi Sengoku（  兵庫県立リハビリテーション中央病院）

　
一般口演 54 4月20日（土）　10:38〜11:26　第6会場

◆ 尿失禁 　　座長：鈴木 康友（日本医科大学千葉北総病院）

　

OP-317 濃厚な喫煙歴は重症夜間頻尿と関連する:Brinkman指数による検討
飯田 典之 Noriyuki Iida（  がん・感染症センター都立駒込病院）

　

OP-318 腹腔鏡下仙骨膣固定術と同時に行った腹腔鏡下尿失禁防止術の経験
村上 貴之 Takayuki Murakami（  横浜市立みなと赤十字病院）
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OP-319 Office Urologyにおける日帰り尿失禁手術の検討
中川 剛 Gou Nakagawa（  医療法人 MIRIZE 中川ごうクリニック）

　

OP-320 人工尿道括約筋植込術が低コンプライアンス膀胱の経過におよぼす影響
鳥本 一匡 Kazumasa Torimoto（  奈良県立医科大学）

　

OP-321 根治的前立腺摘除術後の腹圧性尿失禁に対する人工尿道括約筋挿入術の検討
小笠原 卓音 Takuto Ogasawara（  札幌医科大学附属病院）

　

OP-322 前立腺全摘後尿失禁に対する人工尿道括約筋埋め込み術の経験
木内 寛 Hiroshi Kiuchi（  大阪大学）

　
一般口演 55 4月20日（土）　13:30〜14:10　第6会場

◆ 感染症/腎・膀胱1 　　座長：青柳 貞一郎（東京医科大学茨城医療センター）

　

OP-323 結石性腎盂腎炎の重症化を予測する指標としてのqSOFAスコアの有用性
明円 真吾 Shingo Myoen（  八戸市立市民病院）

　

OP-324 高齢者における結石性腎盂腎炎:高齢は治療期間の延長をもたらすのか
藤本 健尊 Takeru Fujimoto（  静岡県立総合病院）

　

OP-325 好中球リンパ球比は結石性腎盂腎炎における菌血症を予測できるか
八木橋 祐亮 Yuusuke Yagihashi（  沖縄県立中部病院）

　

OP-326 SOFA scoreは結石性腎盂腎炎による敗血症の初期治療指針決定および経時的効果評価に有用である
小羽田 悠貴 Yuki Kohada（  県立広島病院）

　

OP-327 当院で経験した尿管ステントに関する合併症の臨床的検討
水沢 弘哉 Hiroya Mizusawa（  信州上田医療センター）

　
一般口演 56 4月20日（土）　14:10〜14:50　第6会場

◆ 感染症/腎・膀胱2 　　座長：石橋 啓（福島県立医科大学附属病院）

　

OP-328 積極的加療を要する尿路感染症におけるESBL産生大腸菌のリスク因子についての検討
山口 徳也 Noriya Yamaguchi（  松江市立病院）

　

OP-329 千葉市立海浜病院における小児有熱性尿路感染症から分離された腸内細菌科の抗菌薬感受性の年次推移
寺中 さやか Sayaka Teranaka（  千葉市立海浜病院）

　

OP-330 外来通院患者における膀胱留置カテーテル関連尿路感染症リスクの検討
黒川 真行 Masayuki Kurokawa（  日本海総合病院）

　

OP-331 JCHO星ヶ丘医療センターにおける尿路感染症による菌血症の検討
松本 吉弘 Yoshihiro Matsumoto（  JCHO 星ヶ丘医療センター）

　

OP-332 重症尿路感染症に対するエンドトキシン吸着療法（PMX-DHP）の使用経験
上條 千太 Chihiro Kamijo（  苫小牧市立病院）

　
一般口演 57 4月20日（土）　14:50〜15:54　第6会場

◆ 感染症/前立腺・尿道・性器 　　座長：田岡 佳憲（北里大学メディカルセンター）

　

OP-333 経直腸的前立腺生検における感染予防抗菌薬の検討
古屋 隆三郎 Ryuusaburou Furuya（  福岡大学）

　

OP-334 レボフロキサシン500mg内服とアミカシン100mg点滴静注併用による経直腸的前立腺生検におけ
る生検後感染の危険因子別の予防効果
松本 正広 Masahiro Matsumoto（  産業医科大学）

　

OP-335 岩手県立胆沢病院における前立腺生検時の予防的抗菌薬投与に関する検討
石田 雅宣 Masanori Ishida（  岩手県立胆沢病院）

　

OP-336 尿閉をきたした急性細菌性前立腺炎において尿道カテーテル留置が治癒に及ぼす影響
茶谷 亮輔 Ryosuke Chaya（  安城更生病院）

　

OP-337 埼玉県における男子淋菌性尿道炎由来淋菌の各種抗菌薬に対する感受性の検討（2018年）
宮田 和豊 Kazutoyo Miyata（  埼玉西地区泌尿器感染症研究会）

　

OP-338 親水コーティング自己導尿カテーテルとネラトンカテーテルによる尿培養採取の比較検討
嘉手川 豪心 Katsumi Kadekawa（  沖縄協同病院）
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OP-339 クラミジア尿道炎合併症としての反応性関節炎の検討
岡村 武彦 Takehiko Okamura（  安城更生病院）

　

OP-340 当院で経験したフルニエ壊疽14例の検討
松本 華奈 Kana Matsumoto（  新潟大学）

　
一般口演 58 4月20日（土）　8:30〜9:26　第8会場

◆ 前立腺腫瘍/薬物療法4 CRPCの治療2（AR標的薬） 　　座長：新井 学（獨協医科大学埼玉医療センター）

　

OP-341 アビラテロン治療効果に与える前治療の影響
丸山 覚 Satoru Maruyama（  北海道がんセンター）

　

OP-342 去勢抵抗性前立腺癌（CRPC）に対するEnzalutamide減量投与の治療成績
市橋 淳 Atsushi Ichihashi（  高槻病院）

　

OP-343 去勢抵抗性前立腺癌に対するEnzalutamide治療において倦怠感または食欲不振を有する症例の検討
高田 徳容 Norikata Takada（  北海道がんセンター）

　

OP-344 エンザルタミドのカプセルから錠剤への剤型変更に伴うPRO評価
二宮 早帆子 Sahoko Ninomiya（  神奈川県立足柄上病院）

　

OP-345 当院における去勢抵抗性前立腺癌に対するエンザルタミドの効果予測の検討
西川 大祐 Daisuke Nishikawa（  香川県立中央病院）

　

OP-346 当院における現在までのアビラテロンによる治療経験
小林 裕章 Hiroaki Kobayashi（  済生会横浜市東部病院）

　

OP-347 内分泌療法未治療のハイリスクの予後因子を有する前立腺癌に対するAbiraterone acetateと
Prednisolone併用療法の治療効果
伊夫貴 直和 Naokazu Ibuki（  大阪医科大学附属病院）

　
一般口演 59 4月20日（土）　9:26〜10:06　第8会場

◆ 前立腺腫瘍/薬物療法5 CRPCの治療3（AR標的薬およびシークエンス） 　　座長：木村 高弘（東京慈恵会医科大学）

　

OP-348 PSA低下率は化学療法前去勢抵抗性前立腺癌（CRPC）に対するARAT剤の効果（生存率）を予測する
下村 達也 Tatsuya Shimomura（  東京慈恵会医科大学）

　

OP-349 PSA奏効率・無増悪期間（PSA-PFS）からみたアビラテロン・エンザルタミドの治療成績と治効果
予測因子の検討
宍戸 俊英 Toshihide Shishido（  東京医科大学八王子医療センター）

　

OP-350 去勢抵抗性前立腺癌に対する新規アンドロゲン受容体標的薬とドセタキセルの治療順による治療効
果の検討
寺田 直樹 Naoki Terada（  宮崎大学）

　

OP-351 去勢抵抗性前立腺癌に対する薬物療法におけるシークエンスプロトコールの評価
田村 大地 Daichi Tamura（  岩手医科大学）

　

OP-352 化学療法未治療の転移性去勢抵抗性前立腺癌に対するアビラテロン・エンザルタミドの逐次治療の比較
桶川 隆嗣 Takatsugu Okegawa（  杏林大学）

　
一般口演 60 4月20日（土）　10:06〜10:54　第8会場

◆ 前立腺腫瘍/薬物療法6 CRPCの治療4（タキサン） 　　座長：井上 高光（秋田大学）

　

OP-353 High risk前立腺限局癌における術前ドセタキセル+ADT療法の中期成績
神田 英輝 Hideki Kanda（  三重大学附属病院）

　

OP-354 初診時有転移前立腺癌に対するドセタキセルの治療成績と予後予測因子の検討
武田 詩奈子 Shinako Takeda（  宮城県立がんセンター）

　

OP-355 去勢抵抗性前立腺癌に対するドセタキセル投与後のカバジタキセルの治療成績
小林 将行 Masayuki Kobayashi（  千葉県がんセンター）

　

OP-356 IDC-Pを有するCRPC患者に対するカバジタキセルの有用性の検討
内藤 祐志 Yushi Naito（  豊橋市民病院）

　

OP-357 ドセタキセル抵抗性CRPCに対するカバジタキセル投与の安全性，有効性の向上に向けての検討
松本 大輔 Daisuke Matsumoto（  JA 愛知厚生連海南病院）
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OP-358 当院における去勢抵抗性前立腺癌に対するカバジタキセルの治療成績
渡邊 將人 Masahito Watanabe（  愛知医科大学）

　
一般口演 61 4月20日（土）　13:30〜14:18　第8会場

◆ ロボット支援手術/腎腫瘍1 　　座長：戸澤 啓一（名古屋市立大学医学部医療安全管理学分野）

　

OP-359 腹腔鏡下腎部分切除術（LPN）とロボット支援下腎部分切除術（RAPN）の比較検討
大庭 康司郎 Kojiro Ohba（  長崎大学病院）

　

OP-360 ロボット支援腎部分切除術における術後CKD upstagingに関与する因子の検討
深谷 孝介 Kousuke Fukaya（  藤田医科大学）

　

OP-361 R.E.N.A.L. Nephrometry Score 10ポイント以上の腎腫瘍に対するロボット支援腎部分切除術の
治療成績
大年 太陽 Taiyo Otoshi（  大阪市立大学）

　

OP-362 当院における小径腎腫瘍に対する腹腔鏡下腎部分切除術（Robot Assisted Surgery / Reduced 
Port Surgery）の検討
平井 健一 Kenichi Hirai（  大分大学）

　

OP-363 ダビンチSiにおける腎部分切除術時の4th arm活用に関しての検討
吉良 聡 Satoru Kira（  山梨大学）

　

OP-364 常磐病院における高齢者に対するロボット支援腹腔鏡下腎部分切除術の周術期成績の検討
越智 満久 Michihisa Ochi（  ときわ会常磐病院）

　
一般口演 62 4月20日（土）　14:18〜14:58　第8会場

◆ ロボット支援手術/腎腫瘍2 　　座長：上原 慎也（川崎医科大学総合医療センター）

　

OP-365 Enucleation法を用いたロボット支援腎部分切除術における腫瘍接触面積と腎実質減少率の関連性の検討
髙木 敏男 Toshio Takagi（  東京女子医科大学）

　

OP-366 抗凝固薬と抗血小板薬の内服患者におけるロボット支援腎部分切除術の周術期成績
吉田 一彦 Kazuhiko Yoshida（  東京女子医科大学附属病院）

　

OP-367 CSA（contact surface area）はソフト凝固併用ロボット・腹腔鏡下腎部分切除術における長期腎
機能の予測因子となりうる
吉田 哲也 Tetsuya Yoshida（  滋賀医科大学）

　

OP-368 ロボット手術に熟練した術者と非熟練者におけるロボット支援腎部分切除術の手術成績の比較
増田 憲彦 Norihiko Masuda（  京都市立病院）

　

OP-369 腫瘍径7cm以下の腎腫瘍に対するロボット支援腎部分切除術の検証
三田 耕司 Kouji Mita（  広島市立安佐市民病院）

　
一般口演 63 4月20日（土）　14:58〜15:54　第8会場

◆ ロボット支援手術/膀胱腫瘍 　　座長：吉田 利夫（湘南藤沢徳洲会病院）

　

OP-370 鏡視下膀胱全摘（LRC+RARC）の再発ならびに再発部位に関する検討
柳原 豊 Yutaka Yanagihara（  愛媛大学）

　

OP-371 ロボット支援下膀胱全摘除術と開放膀胱全摘除術の手術成績における内臓脂肪面積測定に関する検討
西川 涼馬 Ryoma Nishikawa（  鳥取大学）

　

OP-372 膀胱全摘除術各術式における周術期パラメータの比較
沖中 勇輝 Yuki Okinaka（  滋賀医科大学附属病院）

　

OP-373 ロボット支援根治的膀胱摘除術における周術期アウトカムの検討
久末 伸一 Shinichi Hisasue（  千葉西総合病院）

　

OP-374 東京女子医科大学におけるロボット支援膀胱全摘術の初期経験
森山 郁美 Ikumi Moriyama（  東京女子医科大学病院）

　

OP-375 ロボット支援腹腔鏡下膀胱全摘除および体腔内尿路変更術の初期成績
槙山 和秀 Kazuhide Makiyama（  横浜市立大学）

　

OP-376 ダヴィンチSiサージカルシステムを用いた根治的膀胱全摘除術の治療成績
薄 善孝 Yoshitaka Usui（  岩手医科大学）
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一般口演 64 4月20日（土）　8:30〜9:18　第9会場

◆ 排尿機能・神経泌尿器科/臨床1 フレイル・新規治療・間質性膀胱炎 　　座長：森山 学（金沢医科大学氷見市民病院）

　

OP-377 簡易フレイルインデックスによるLUTS 患者のフレイルスクリーニング
永江 浩史 Hiroshi Nagae（  ながえ前立腺ケアクリニック）

　

OP-378 女性患者における腸腰筋面積と下部尿路症状の関係
橋本 士 Mamoru Hashimoto（  近畿大学医学部附属病院）

　

OP-379 NIH-CPSIを用いたタダラフィルの効果に関する検討
平松 一平 Ippei Hiramatsu（  順天堂大学医学部附属浦安病院／順天堂大学）

　

OP-380 発酵そば発酵エキス配合食品は間質性膀胱炎の治療選択枝になりうるか?
影山 慎二 Shinji Kageyama（  かげやま医院／くすり・たべもの・からだの協議会）

　

OP-381 当院における間質性膀胱炎に対するTUFの工夫
長尾 剛 Go Nagao（  東京医科大学茨城医療センター）

　

OP-382 EQ-5D-3Lを用いた間質性膀胱炎治療に対するQOL評価
前田 佳子 Yoshiko Maeda（  昭和大学）

　
一般口演 65 4月20日（土）　9:18〜10:14　第9会場

◆ 排尿機能・神経泌尿器科/臨床2 夜間頻尿 　　座長：渡邉 豊彦（岡山大学）

　

OP-383 陰部皮膚への軽い触刺激が夜間頻尿に与える影響（無作為二重盲検交差試験による検討）
桝永 浩一 Kouichi Masunaga（  東京都健康長寿医療センター）

　

OP-384 睡眠障害・認知行動療法による夜間頻尿困窮度の軽減効果
永江 浩史 Hiroshi Nagae（  ながえ前立腺ケアクリニック）

　

OP-385 過活動膀胱に伴う夜間頻尿に対するビベグロンの有効性の検討:第Ⅲ相試験のPost hoc解析結果
吉田 正貴 Masaki Yoshida（  国立長寿医療研究センター／ビベグロン臨床試験グループ）

　

OP-386 夜間頻尿とうつについての縦断的解析:ながはまスタディ
船田 哲 Satoshi Funada（  京都大学）

　

OP-387 夜間頻尿を伴う過活動膀胱への青竹踏みの有効性の検討
布施 美樹 Miki Fuse（  獨協医科大学病院排泄機能センター）

　

OP-388 イミダフェナシンによる夜間尿量抑制と尿濃縮効果の関係
橋本 士 Mamoru Hashimoto（  近畿大学医学部附属病院）

　

OP-389 泌尿器科外来診療における睡眠障害
近藤 慶一 Keiichi Kondo（  横浜市立大学附属病院）

　
一般口演 66 4月20日（土）　10:14〜11:02　第9会場

◆ 排尿機能・神経泌尿器科/臨床3 排尿指導 　　座長：繁田 正信（呉医療センター・中国がんセンター）

　

OP-390 排尿ケアチームが複数回介入した症例の検討
山本 恭代 Yasuyo Yamamoto（  徳島大学）

　

OP-391 排尿自立指導料に基づく排泄ケア回診の実際とその問題点について
大川 あさ子 Asako Ohkawa（  武蔵村山病院）

　

OP-392 排尿自立指導導入後の当院での活動実績
安永 豊 Yutaka Yasunaga（  地域医療機構大阪みなと中央病院）

　

OP-393 排尿自立指導における排尿ケアチーム介入後のFIM改善効果-多職種連携は医師単独より有効なのか?-
鈴木 康之 Yasuyuki Suzuki（  東京都リハビリテーション病院）

　

OP-394 脳出血および脳梗塞における排尿自立指導の効果
嘉手川 豪心 Katsumi Kadekawa（  沖縄協同病院）

　

OP-395 排尿管理を地域医療提供体制に組み入れる必要がある
上田 朋宏 Tomohiro Ueda（  上田クリニック）
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一般口演 67 4月20日（土）　13:30〜14:26　第9会場

◆ 排尿機能・神経泌尿器科/臨床4 新規の装置治療法など 　　座長：阿波 裕輔（船橋クリニック）

　

OP-396 ハイスピードカメラによる男性尿道から排出された尿線渦流観察の試み
皆川 倫範 Tomonori Minagawa（  信州大学）

　

OP-397 排尿日誌自動記録を目的とした新規排尿量計測装置の開発
髙井 峻 Shun Takai（  名古屋大学附属病院）

　

OP-398 産学官連携による女性用集尿器の開発
辻本 研一 Kenichi Tsujimoto（  朝日産業株式会社医療機器事業部）

　

OP-399 蓄尿障害に対する低用量ノビレチンとグリシン添加の有効性と安全性評価
安次富 勝博 Katsuhiro Ashitomi（  沖縄県立北部病院／㈱サザンナイトラボラトリー）

　

OP-400 難治性過活動膀胱におけるSilver spike point（SSP）電極を用いた脛骨神経刺激療法
加賀 麻祐子 Mayuko Kaga（  獨協医科大学病院　排泄機能センター）

　

OP-401 東京大学医学部附属病院における仙骨神経刺激療法の初期経験
亀井 潤 Jun Kamei（  東京大学／自治医科大学）

　

OP-402 難治性過活動膀胱に対して仙骨神経刺激療法を行った3例
山下 かおり Kaori Yamashita（  東京女子医科大学東医療センター／東京女子医科大学東医療センター骨盤底機能再建診療部）

　
一般口演 68 4月20日（土）　14:26〜15:22　第9会場

◆ 排尿機能・神経泌尿器科/臨床5 下部尿路機能 　　座長：高岡 栄一郎（国際医療福祉大学）

　

OP-403 正常排尿における最大尿流率、平均尿流率の最小値についての検討
西本 憲一 Kenichi Nishimoto（  生長会府中病院　中央検査部）

　

OP-404 外傷性脳損傷に伴う下部尿路機能障害
柳内 章宏 Akihiro Yanagiuchi（  兵庫県立リハビリテーション西播磨病院／兵庫県立リハビリテーション中央病院）

　

OP-405 一般住民健診における男性の排尿症状と抗酸化物質との関連について
今井 篤 Atsushi Imai（  弘前大学）

　

OP-406 人間ドックにおけるLUTSの検討
石川 公庸 Kimiyasu Ishikawa（  横浜新緑総合病院）

　

OP-407 長期尿路カテーテル留置患者におけるカテーテル関連合併症ついての検討
髙橋 彰 Akira Takahashi（  清仁会洛西ニュータウン病院）

　

OP-408 外来自己導尿管理中の患者における尿失禁の現状とQoLに関する検討
高橋 良輔 Ryousuke Takahashi（  総合せき損センター）

　

OP-409 LHRH antagonist投与下の前立腺癌患者における血中副腎アンドロゲン濃度の変化と下部尿路症
状の相関についての検討
宮澤 慶行 Yoshiyuki Miyazawa（  群馬大学医学部附属病院）

　
一般口演 69 4月20日（土）　15:22〜16:18　第9会場

◆ 排尿機能・神経泌尿器科/臨床6 その他 　　座長：辻 克和（JHCO中京病院）

　

OP-410 外傷性尿道狭窄における経尿道的前治療歴と線維化強度の関連〜術前MRIからみた考察〜
平野 裕資 Yusuke Hirano（  防衛医科大学校病院）

　

OP-411 Cardio-ankle vascular index（CAVI）を用いたロボット支援前立腺全摘術後の過活動膀胱症状の予測
胡口 智之 Tomoyuki Koguchi（  福島県立医科大学／一般財団法人太田綜合病院太田西ノ内病院）

　

OP-412 ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術と前立腺密封小線源療法後の国際前立腺症状スコアと尿流測
定の経時的変化に関する検討
松田 陽介 Yosuke Matsuta（  福井大学）

　

OP-413 オキシブチニンテープの有用性と安全性の検討
加賀 勘家 Kanya Kaga（  獨協医科大学病院排泄機能センター）

　

OP-414 神経因性大腸機能障害に対する経肛門的洗腸療法
乃美 昌司 Masashi Nomi（  兵庫県立リハビリテーション中央病院）

　

OP-415 尿道海綿体完全壊死後に口腔粘膜を利用した尿道会陰廔造設により自排尿が可能となった一例
赤木 直紀 Naoki Akagi（  兵庫医科大学病院）
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OP-416 female to male性別適合手術後に排尿障害を呈した2例
須田 遼祐 Ryosuke Suda（  山梨大学医学部附属病院）

　
一般口演 70 4月20日（土）　8:30〜8:54　第10会場

◆ 性機能障害/診断・治療 　　座長：佐々木 春明（昭和大学藤が丘病院）

　

OP-417 テストフェン、L-シトルリン、レスベラトロール及びカフェイン合剤サプリメントによる性機能改
善を評価するためのプラセボ対照クロスオーバー研究
白井 雅人 Masato Shirai（  順天堂大学浦安病院）

　

OP-418 性交痛を有する若年女性に対するテストステロン含有クリームの効果
二宮 典子 Noriko Ninomiya（  女性医療クリニック LUNA 心斎橋／大阪市立大学）

　

OP-419 前立腺癌手術後のPDE5阻害薬使用と生化学的再発の関連
松下 一仁 Kazuhito Matsushita（  聖路加国際病院）

　
一般口演 71 4月20日（土）　8:54〜9:50　第10会場

◆ 不妊/基礎 　　座長：白石 晃司（山口大学）

　

OP-420 ランダム化学的突然変異導入による新規男性不妊症原因遺伝子Lrguk1（Leucin Rich Repeat and 
Guanylate kinase like domain containing isoform 1）の同定
奥田 英伸 Hidenobu Okuda（  守口敬任会病院　腎臓内科／ Monash University　Biomedical Discovery Institute）

　

OP-421 セルトリ細胞除去精巣への異種移植の試み
横西 哲広 Tetsuhiro Yokonishi（  Duke University　Medical Center　Department of Cell Biology ／日本学術振興会　海外特別研究員）

　

OP-422 ヒトiPS細胞由来テストステロン産生Leydig細胞によるラット低テストステロン血症の改善
石田 貴樹 Takaki Ishida（  神戸大学）

　

OP-423 非細胞製剤「間葉系幹細胞濾液（FSCL）」 の精子、卵子活性と臨床的考察
山本 徳則 Tokunori Yamamoto（  名古屋大学）

　

OP-424 ラットを用いた精索静脈瘤モデルの作成
稲垣 裕介 Yusuke Inagaki（  大阪大学）

　

OP-425 非閉塞性無精子症における抗ミュラー管ホルモンおよびインヒビンBと精巣病理診断の関連
武田 知樹 Tomoki Takeda（  名古屋市立大学）

　

OP-426 精巣特異的アクチンキャッピングプロテインの補助生殖医療における男性側予測因子としての有用
性の検討
福原 慎一郎 Shinichirou Fukuhara（  大阪大学）

　
一般口演 72 4月20日（土）　9:50〜10:46　第10会場

◆ 不妊/臨床 　　座長：岡田 弘（獨協医科大学埼玉医療センター）

　

OP-427 精巣上体での閉塞性無精子症に対する精巣上体ー精管吻合術の成績
白石 晃司 Kouji Shiraishi（  山口大学）

　

OP-428 精索静脈瘤手術後再発例に対する治療の経験
山口 耕平 Kohei Yamaguchi（  医療法人仁寿会石川病院／リプロダクションクリニック大阪／リプロダクションクリニック東京）

　

OP-429 精索静脈瘤に対する顕微鏡下低位結紮術の精液所見改善率、麻酔法の違いによる手術時間や手術内
容の検討について
小林 秀行 Hideyuki Kobayashi（  東邦大学医療センター大森病院）

　

OP-430 TESE適応症例におけるAZF欠失検査（PCR-rSSO法）の検討
大橋 正和 Masakazu Oohashi（  医療法人財団荻窪病院）

　

OP-431 男性不妊におけるY染色体微小欠失患者の検討
黒田 晋之介 Shinnosuke Kuroda（  横浜市立大学附属市民総合医療センター生殖医療センター）

　

OP-432 ブライダルチェック受診男性における性機能障害に関する評価
永島 優生 Yuki Nagashima（  順天堂大学医学部附属浦安病院／順天堂大学）

　

OP-433 アモキサピン投与で妊娠・挙児を得た射精障害例の検討
日比 初紀 Hatsuki Hibi（  協立総合病院）
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一般口演 73 4月20日（土）　10:46〜11:26　第10会場

◆ アンドロロジー・内分泌 　　座長：住友 誠（藤田医科大学）

　

OP-434 PDE-5阻害薬はメタボラットの血中テストステロン値を上昇させ、性行動を改善する
糸賀 明子 Akiko Itoga（  福井大学医学部附属病院）

　

OP-435 総テストステロン値・LH値に基づくLOH症状を主訴とした患者背景の検討
石川 圭祐 Keisuke Ishikawa（  順天堂大学医学部附属浦安病院／順天堂大学）

　

OP-436 千葉大学医学部附属病院泌尿器科で高位精巣摘除術を施行された精巣悪性腫瘍の妊孕性温存とフォ
ローアップ
小宮 顕 Akira Komiya（  千葉大学／亀田 IVF クリニック幕張）

　

OP-437 ED/LOH症候群と前立腺がんの関連性に関する検討
杉山 貴之 Takayuki Sugiyama（  浜松医科大学）

　

OP-438 10年以上の間隔でテストステロン値を測定した23例の検討
末富 崇弘 Takahiro Suetomi（  茨城西南医療センター）

　
一般口演 74 4月20日（土）　13:30〜14:26　第10会場

◆ 前立腺腫瘍/診断・マーカー2 MRI-TRUS fusion biopsy1 　　座長：鴨井 和実（済生会滋賀県病院ロボット手術センター）

　

OP-439 MRIによる標的生検により系統的多ヶ所前立腺生検は省略し前立腺significant cancerを検出できるか?
中西 泰一 Yasukazu Nakanishi（  がん・感染症センター都立駒込病院）

　

OP-440 MRI標的化前立腺針生検におけるcognitive生検の経験と課題
林 一誠 Issei Hayashi（  京都民医連中央病院）

　

OP-441 3D Image fusion biopsyに併用する系統的生検法の検討
宇野 裕巳 Hiromi Uno（  JA 岐阜厚生連中濃厚生病院）

　

OP-442 MRI-TRUS融合画像ガイド下前立腺生検により癌検出率は向上し癌検出に係る総コストは低減され
る 〜傾向スコアマッチングによる比較検討〜
藤井 慎介 Shinsuke Fujii（  広島大学）

　

OP-443 前立腺全摘標本解析によるMRI-TRUS fusion biopsyの有用性の検討
山崎 六志 Mutsushi Yamasaki（  別府湾腎泌尿器病院）

　

OP-444 当院におけるMRI-US fusion target 前立腺生検の診断精度向上のための工夫と限界
山田 剛司 Takeshi Yamada（  京都府立医科大学）

　

OP-445 経会陰式MRI/TRUS elastic fusion 標的前立腺生検の初期経験
久保田 恵章 Yasuaki Kubota（  トヨタ記念病院）

　
一般口演 75 4月20日（土）　14:26〜15:22　第10会場

◆ 前立腺腫瘍/診断・マーカー3 MRI-TRUS fusion biopsy2 　　座長：秦 聡孝（大分大学）

　

OP-446 前立腺MRI-US fusion標的生検ではどのような症例に系統的生検の追加が必要か
松岡 陽 Yoh Matsuoka（  東京医科歯科大学）

　

OP-447 MRI/TRUS fusion biopsy（UroNav）前立腺再生検癌陽性例における癌陽性部位の検討
新村 友季子 Tokiko Niimura（  医療法人真栄会新村病院）

　

OP-448 BioJetシステムを用いたMRI/US融合下前立腺生検の臨床的検討
近沢 逸平 Ippei Chikazawa（  金沢医科大学）

　

OP-449 初回生検と2回目以降の前立腺生検におけるMRI-TRUS fusion biopsyの有用性
阿部 正和 Masakazu Abe（  岩手県立中央病院／岩手医科大学附属病院）

　

OP-450 黒沢病院におけるReal-time Virtual Sonography併用狙撃前立腺針生検の成績
曲 友弘 Tomohiro Magari（  黒沢病院）

　

OP-451 当院における前立腺MRI-US fusion生検の生検別・部位別陽性率の検討
荒瀬 栄樹 Shigeki Arase（  三重県立総合医療センター）

　

OP-452 MRI-TRUS融合画像ガイド下前立腺生検における病理組織学的所見の臨床的予測因子
小路 直 Sunao Shouji（  東海大学医学部付属八王子病院）
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一般口演 76 4月20日（土）　8:30〜9:26　第12会場

◆ 腎腫瘍/薬物療法3 がん免疫療法1 　　座長：中津 裕臣（国保旭中央病院）

　

OP-453 演題取り下げ

　

OP-454 新潟大学医歯学総合病院における進行性腎細胞癌に対するイピリムマブ、ニボルマブ併用療法の初
期5例の検討
山名 一寿 Kazutoshi Yamana（  新潟大学）

　

OP-455 根治切除不能又は転移性の腎細胞癌患者を対象としたニボルマブの安全性及び有効性の検討ー特定
使用成績調査の結果ー
植村 天受 Hirotsugu Uemura（  近畿大学）

　

OP-456 日本の転移性腎細胞癌患者を対象としたニボルマブの有効性と安全性の検討―メディカルチャート
レビューによる後方視的観察研究―: 第1回調査結果
植村 天受 Hirotsugu Uemura（  近畿大学）

　

OP-457 末期腎不全患者に対するニボルマブ使用における安全性と有効性についての検討
橘 秀和 Hidekazu Tachibana（  東京女子医科大学東医療センター）

　

OP-458 進行性腎癌に対するニボルマブの使用経験
丸山 覚 Satoru Maruyama（  北海道がんセンター）

　

OP-459 神戸大学における進行性腎癌に対するニボルマブの臨床的検討
原田 健一 Kenichi Harada（  神戸大学）

　
一般口演 77 4月20日（土）　9:26〜10:22　第12会場

◆ 腎腫瘍/薬物療法4 がん免疫療法2 　　座長：日下 守（藤田医科大学）

　

OP-460 転移性腎細胞癌に対するニボルマブの治療成績
湯浅 健 Takeshi Yuasa（  公益財団法人がん研究会有明病院）

　

OP-461 転移性腎細胞癌に対するNivolumabの有用性
植田 浩介 Kosuke Ueda（  久留米大学）

　

OP-462 京都府立医大における進行性腎癌に対するニボルマブの使用経験
鳴川 司 Tsukasa Narukawa（  京都府立医科大学）

　

OP-463 当院におけるニボルマブの初期治療成績
古御堂 純 Jun Furumido（  北海道大学）

　

OP-464 転移性腎癌に対するnivolumabの初期使用経験
藤井 央法 Nakanori Fujii（  徳山中央病院）

　

OP-465 徳島大学病院における転移性腎癌に対するニボルマブ初期治療成績
尾﨑 啓介 Keisuke Ozaki（  徳島大学病院）

　

OP-466 北海道内におけるニボルマブ廃棄量の実態調査（NEWHOPE STUDY）
松本 成史 Seiji Matsumoto（  旭川医科大学　教育研究推進センター／旭川医科大学病院　臨床研究支援センター）

　
一般口演 78 4月20日（土）　10:22〜11:10　第12会場

◆ 腎腫瘍/薬物療法5 がん免疫療法3 　　座長：石坂 和博（帝京大学医学部附属溝口病院）

　

OP-467 転移性腎癌におけるニボルマブ開始後のC反応性蛋白（CRP）フレアと腫瘍縮小効果の関連
福田 翔平 Shohei Fukuda（  東京医科歯科大学）

　

OP-468 免疫チェックポイント阻害剤導入後のCRPによる予後予測法の検証
淺岡 美保 Miho Asaoka（  横浜市立大学）

　

OP-469 進行性腎癌におけるニボルマブの臨床効果と末梢血炎症性マーカーの関連
五十嵐 大樹 Daiki Ikarashi（  岩手医科大学附属病院／岩手県立大船渡病院）

　

OP-470 転移性腎癌に対するニボルマブの治療効果と免疫関連有害事象（irAE）との関連
深沢 賢 Satoshi Fukasawa（  千葉県がんセンター）

　

OP-471 転移性腎癌に対するニボルマブ治療におけるirAEと予後との関連性
石原 弘喜 Hiroki Ishihara（  東京女子医科大学）
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OP-472 I.O. Drugによる免疫関連有害事象に対す当院の取り組み
東 剛司 Takeshi Azuma（  東京都立多摩総合医療センター）

　
一般口演 79 4月20日（土）　13:30〜14:10　第12会場

◆ 腎腫瘍/薬物療法6 がん免疫療法4 　　座長：後藤 章暢（兵庫医科大学先端医学研究所細胞・遺伝子治療部門）

　

OP-473 進行性腎細胞癌に対するNivolumabの投与経験と予後予測因子の検討
中島 健寛 Takehiro Nakashima（  横浜市立大学附属病院）

　

OP-474 名古屋大学関連施設における転移性腎細胞癌に対するニボルマブの効果予測因子の検討
前田 基博 Motohiro Maeda（  刈谷豊田総合病院）

　

OP-475 腎癌骨転移病変に対する化学療法、放射線治療の局所制御効果についての検討
根岸 孝仁 Takahito Negishi（  九州がんセンター）

　

OP-476 薬物療法による長期生存進行性腎細胞癌症例の特徴
中井川 昇 Noboru Nakaigawa（  横浜市立大学）

　

OP-477 昭和大学病院における転移性腎癌、nivolumab投与後逐次療法の検討
森田 順 Jun Morita（  昭和大学）

　
一般口演 80 4月20日（土）　14:10〜15:06　第12会場

◆ 尿路上皮腫瘍/薬物療法3 がん免疫療法 　　座長：小林 弘明（名古屋第二赤十字病院）

　

OP-478 長崎大学病院および関連病院における進行性尿路癌患者に対するpembrolizumabの初期使用経験
宮田 康好 Yasuyoshi Miyata（  長崎大学病院）

　

OP-479 プラチナ抵抗性尿路上皮癌に対するPembrolizumabの治療効果予測因子の検討
伊夫貴 直和 Naokazu Ibuki（  大阪医科大学附属病院）

　

OP-480 Pembrolizumab療法を施行した転移性尿路上皮癌における予後予測因子の検討
梅本 晋 Susumu Umemoto（  神奈川県立がんセンター）

　

OP-481 慈恵医大における転移性尿路上皮癌に対するPembrolizumabの治療成績
江井 裕紀 Yuki Enei（  東京慈恵会医科大学附属柏病院）

　

OP-482 進行性尿路上皮癌に対するペムブロリズマブ治療におけるCRP変動の評価
田村 大地 Daichi Tamura（  岩手医科大学）

　

OP-483 東京大学医学部附属病院における尿路上皮癌に対するペムブロリズマブの使用経験
川合 剛人 Taketo Kawai（  東京大学）

　

OP-484 転移性尿路上皮癌に対するペムブロリズマブの初期使用経験
古林 伸紀 Nobuki Furubayashi（  九州がんセンター）

　
一般口演 81 4月20日（土）　8:30〜9:26　第14会場

◆ 前立腺腫瘍/診断・マーカー4 進行癌の評価1 　　座長：中井川 昇（横浜市立大学）

　

OP-485 全身拡散強調MRI（DWIBS）は根治的前立腺全摘後生化学的再発のoligorecurrenceの検出に有用か?
竹下 英毅 Hideki Takeshita（  埼玉医科大学総合医療センター）

　

OP-486 演題取り下げ

　

OP-487 全身拡散強調MRI（DWIBS）は去勢下前立腺癌におけるoligoprogressionの検出に有用か?
香川 誠 Makoto Kagawa（  埼玉医科大学総合医療センター）

　

OP-488 日本人におけるCHAARTEDとLATITUDEリスク分類の有効性についての検討
成田 拓磨 Takuma Narita（  弘前大学）

　

OP-489 M1前立腺癌の予後予測因子としてhigh-risk diseaseはhigh-volume diseaseに優る
川上 理 Satoru Kawakami（  埼玉医科大学総合医療センター）

　

OP-490 Denovo-M CRPCの治療特性とモニタリング LATITUDE criteriaの観点から
武田 宗万 Hirokazu Takeda（  公立陶生病院）

　

OP-491 LATITUDE criteria リスク分類は日本人の転移性前立腺癌にもあてはまるか?
三浦 徳宣 Noriyoshi Miura（  愛媛大学）
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一般口演 82 4月20日（土）　9:26〜10:06　第14会場

◆ 前立腺腫瘍/診断・マーカー5 進行癌の評価2 　　座長：榎田 英樹（鹿児島大学）

　

OP-492 遠隔リンパ節転移はホルモン未治療転移性前立腺癌の予後因子である
岡本 哲平 Teppei Okamoto（  弘前大学）

　

OP-493 転移性前立腺癌における遠隔リンパ節の予後因子としての重要性
小島 聡子 Satoko Kojima（  帝京大学ちば総合医療センター）

　

OP-494 Cellseeを用いたCTC enrichment後の、前立腺癌患者のAR-V7発現と治療効果の検討
中里 武彦 Takehiko Nakasato（  昭和大学）

　

OP-495 去勢抵抗性前立腺癌症例における全生存予測ノモグラム
米山 脩子 Shuko Yoneyama（  横浜市立大学附属市民総合医療センター）

　

OP-496 前立腺神経内分泌腫瘍に対するソマトスタチンレセプターシンチグラフィーに関する検討
下村 達也 Tatsuya Shimomura（  東京慈恵会医科大学／富士市立中央病院）

　
一般口演 83 4月20日（土）　10:06〜10:46　第14会場

◆ 前立腺腫瘍/放射線治療4 ラジウム223 　　座長：赤倉 功一郎（JCHO東京新宿メディカルセンター）

　

OP-497 骨転移を有する去勢抵抗性前立腺癌患者を対象とした塩化ラジウム-223の使用成績調査中間解析結
果―日本および海外実臨床下における患者背景の特徴―
植村 天受 Hirotsugu Uemura（  近畿大学／ Ra-223 適正使用アドバイザリー・ボード）

　

OP-498 化学療法未治療の無症候性/軽度症候性の骨転移を有するCRPCにおける塩化ラジウム-223とアビ
ラテロン及びプレドニゾロンの併用試験（ERA223試験）:日本人部分集団解析
木村 剛 Gou Kimura（  日本医科大学付属病院／ ERA223 Investigators in Japan）

　

OP-499 骨転移経過の違いによる塩化ラジウムを選択すべき患者とは
橋本 浩平 Kouhei Hashimoto（  札幌医科大学）

　

OP-500 当院における去勢抵抗性前立腺癌に対するRa-223の使用経験
松原 脩也 Shuya Matsubara（  東京医科大学）

　

OP-501 去勢抵抗性前立腺癌におけるラジウム223の初期使用経験
井上 泰之 Yasuyuki Inoue（  獨協医科大学埼玉医療センター）

　
一般口演 84 4月20日（土）　10:46〜11:26　第14会場

◆ 前立腺腫瘍/薬物療法7 骨転移の治療 　　座長：神谷 直人（東邦大学医療センター佐倉病院）

　

OP-502 ADT施行中非転移性前立腺癌患者に対するFRAXを用いた骨折リスク評価とゾレドロン酸5mgの年
単回投与の骨密度改善効果の検討
小嶋 一平 Ippei Kojima（  豊橋市民病院）

　

OP-503 非転移性前立腺癌におけるデノスマブ60mg皮下注の有効性と安全性の検討
中村 真利江 Marie Nakamura（  北里大学病院）

　

OP-504 骨転移を有する泌尿器科癌に対する骨修飾薬の早期使用によるSkeletal-related events（SREs）
の発症予防効果の検討
尾張 拓也 Takuya Owari（  奈良県立医科大学附属病院）

　

OP-505 骨転移を有する未治療前立腺癌に対するゾレドロン酸3ヶ月毎追加投与の有用性についての検討―ヒ
ストリカルコントロールを用いた多施設前向き共同研究
矢野 晶大 Akihiro Yano（  埼玉医科大学総合医療センター）

　

OP-506 前立腺癌に対するアンドロゲン除去療法が骨質および骨密度に与える影響:前向き試験
木村 高弘 Takahiro Kimura（  東京慈恵会医科大学）

　
一般口演 85 4月20日（土）　13:30〜14:26　第14会場

◆ 前立腺腫瘍/診断・マーカー6 検診血液マーカー 　　座長：本田 正史（鳥取大学）

　

OP-507 前立腺生検施行症例における癌予測因子としての血清遊離テストステロン値の有用性の検討
堀口 裕 Yutaka Horiguchi（  江戸川病院）

　

OP-508 年別前立腺癌検出率と癌陽性率に影響を与える因子についての検討
太田 茂之 Shigeyuki Ohta（  千葉西総合病院）
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OP-509 静岡県焼津市における前立腺癌検診の取り組み
天野 裕之 Hiroyuki Amano（  焼津市医師会（天野医院））

　

OP-510 前立腺がん住民検診の有料化が1次検診に与える影響 -西東京市2病院における検討-
野田 賢治郎 Kenjirou Noda（  西東京中央総合病院）

　

OP-511 山梨県における前立腺癌の診断、治療と医療連携 〜山梨前立腺癌検診フォーラム2018の結果も含めて〜
神家満 学 Manabu Kamiyama（  山梨大学医学部附属病院）

　

OP-512 生検時血清LH値は、前立腺生検患者における高Gleason Scoreを予測する
細谷 奈津希 Natsuki Hosoya（  千葉大学医学部附属病院）

　

OP-513 前立腺生検前のPSA変化率が前立腺癌検出に与える影響について
小田 浩司 Koji Oda（  三豊総合病院）

　
一般口演 86 4月20日（土）　14:26〜15:30　第14会場

◆ 前立腺腫瘍/診断・マーカー7 血液マーカー2そのほか 　　座長：石岡 淳一郎（東京医科歯科大学）

　

OP-514 初回生検時の血清LacdiNAc-PSA glycoisomer検査によるActive surveillance適格症例および
Clinical significant症例の検出に関する多施設後ろ向き検討
米山 徹 Tohru Yoneyama（  弘前大学）

　

OP-515 初回生検時の血清S2,3PSA検査によるActive surveillance適格症例およびClinical significant
症例の検出に関する多施設後ろ向き検討
米山 徹 Tohru Yoneyama（  弘前大学）

　

OP-516 PSA 4.0ng/mL以下で、DRE異常 and/or TRUS異常を契機に生検診断された前立腺悪性腫瘍に
ついての臨床的検討
高田 英輝 Hideki Takada（  正進会名古屋泌尿器科病院）

　

OP-517 当院開院後における初診時PSAが100ng/mL以上であった前立腺癌症例の検討
野口 哲央 Tetsuo Noguchi（  昭和大学附属江東豊洲病院）

　

OP-518 前立腺限局癌において、総腫瘍体積および標的病変の最大腫瘍径は生物学的再発を予測しない
伊藤 祐二郎 Yujiro Ito（  東京歯科大学市川総合病院／ Memorial Sloan Kettering Cancer Center　urology service, department of 

surgery, USA）
　

OP-519 前立腺癌とBRCA遺伝子関連癌の家族歴についての検討
石山 雄大 Yudai Ishiyama（  東京女子医科大学）

　

OP-520 前立腺癌患者における血清25（OH）Dの検討
佐々木 正比古 Masahiko Sasaki（  東京警察病院）

　

OP-521 80歳以上の前立腺癌における予後因子の検討
杉本 公一 Koichi Sugimoto（  国立病院機構大阪南医療センター）

　
一般口演 87 4月20日（土）　13:30〜14:18　第15会場

◆ 結石/外科的治療（内視鏡を含む）2 TUL1 　　座長：坂本 信一（千葉大学）

　

OP-522 術中腎盂尿培養はTUL術後SIRSハイリスク患者に有用である
吉田 賢 Satoshi Yoshida（  東京都立大塚病院）

　

OP-523 経尿道的尿路結石除去術後尿培養の検討
大槻 英男 Hideo Ootsuki（  我孫子東邦病院）

　

OP-524 結石性腎盂腎炎に対する、尿路ドレナージ後のTULの治療成績
安福 富彦 Tomihiko Yasufuku（  尼崎総合医療センター）

　

OP-525 軟性腎盂尿管鏡トレーニングにおける呼吸性変動モデルの有用性: Validation study
井上 貴昭 Takaaki Inoue（  関西医科大学附属病院／原泌尿器科病院／ SMART STUDY GROUP）

　

OP-526 軟性尿管鏡を用いた経尿道的尿管砕石術（fTUL）においてハンズオントレーニングは重要か? 〜ア
ンケートから考える適切な指導について
濵本 周造 Shuzo Hamamoto（  名古屋市立大学／ SMART Study Group）

　

OP-527 傾向スコアマッチングを用いたTUL 症例におけるprestentingの有用性の検討
前阪 郁賢 Fumisato Maesaka（  星ヶ丘医療センター）
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一般口演 88 4月20日（土）　14:18〜15:06　第15会場

◆ 結石/外科的治療（内視鏡を含む）3 TUL2 　　座長：清田 浩（東京慈恵会医科大学葛飾医療センター）

　

OP-528 初回flexible transurethral lithotripsy（f-TUL）における完全抽石に影響する因子の検討
堀 俊介 Shunsuke Hori（  東邦大学医療センター大森病院／我孫子東邦病院）

　

OP-529 従来のTULとダスティングによるTULの治療成績の検討
榊 学 Manabu Sakaki（  亀井病院）

　

OP-530 尿路結石異物除去用カテーテル（Accordion®）を用いた尿管結石治療成績の検討
石橋 武大 Takehiro Ishibashi（  千葉大学医学部附属病院）

　

OP-531 術後抽石径測定 TULの教育的効果について
大岩 祐一郎 Yuichiro Oiwa（  東京腎泌尿器センター大和病院）

　

OP-532 当院における f - TULの検討
菅 幸大 Koudai Suga（  金沢医科大学）

　

OP-533 Holminium Laser System Sphinx jrを用いて行ったTULの初期20例の報告
北村 盾二 Junji Kitamura（  東京山手メディカルセンター）

　
一般ポスター 3-01 4月20日（土）　14:00〜15:00　ポスター会場1

◆ 前立腺腫瘍/薬物療法 1（ホルモン療法 1） 　　座長：金尾 健人（愛知医科大学）

　

PP3-001 群馬大学医学部附属病院で診断、加療した去勢感受性転移性前立腺癌237例における予後予測因子の検討
宮澤 慶行 Yoshiyuki Miyazawa（  群馬大学医学部附属病院）

　

PP3-002 当院において前立腺癌に対してLHRHアゴニスト24週持続製剤を使用した症例の臨床的検討
大筆 光夫 Mitsuo Ofude（  石川県立中央病院）

　

PP3-003 アゴニストあるいはアンタゴニストを用いたホルモン療法が日本人前立腺癌患者の体重や脂質代謝・
糖代謝等へ与える影響を検討した前向き観察研究
三塚 浩二 Kouji Mitsuzuka（  東北大学）

　

PP3-004 当院におけるstage D2前立腺癌の臨床的検討
一松 啓介 Keisuke Ichimatsu（  市立砺波総合病院）

　

PP3-005 当院における前立腺癌病期D2の治療成績についての検討
南村 和宏 Kazuhiro Namura（  横浜南共済病院）

　

PP3-006 当院に於ける転移性前立腺癌に対する治療成績の比較検討
石田 亮 Ryou Ishida（  名古屋第二赤十字病院）

　

PP3-007 80歳以上で診断された前立腺癌症例の臨床的検討
豊島 優多 Yuta Toyoshima（  岡波総合病院）

　

PP3-008 転移性前立腺癌の高齢者と壮年者の比較
武井 亮憲 Akinori Takei（  総合病院国保旭中央病院）

　

PP3-009 前立腺癌に対する高線量率組織内照射療法（HDR）のneoadjuvant ADTにおける前立腺縮小率の検討
塩﨑 政史 Masashi Shiozaki（  長野市民病院）

　

PP3-010 前立腺癌の初期治療として外科的去勢術単独にて加療した症例の検討
白﨑 義範 Yoshinori Shirasaki（  三原赤十字病院）

　

PP3-011 薬物療法中の前立腺癌治療方針決定における病理組織再診断の有用性
鈴木 泰介 Taisuke Suzuki（  菊川市立総合病院）

　

PP3-012 前立腺癌における根治的放射線療法後の再発に対する間歇的内分泌療法の検討
富﨑 一向 Ikkoo Tomisaki（  産業医科大学）

　
一般ポスター 3-02 4月20日（土）　14:00〜15:00　ポスター会場1

◆ 前立腺腫瘍/薬物療法 2（ホルモン療法 2, Vintageホルモン療法） 　　座長：蜂矢 隆彦（春日部市立医療センター）

　

PP3-013 前立腺癌に対するデガレリクスの安全性および有効性の検討-長期特定使用成績調査の結果報告-
野本 亜由美 Ayumi Nomoto（  アステラス製薬株式会社メディカルアフェアーズ本部メディカルサイエンス部）

　

PP3-014 去勢抵抗性前立腺癌に対するGnRHアゴニストからGnRHアンタゴニストへの切替療法における
LH,FSH,テストステロンの変化について
横溝 由美子 Yumiko Yokomizo（  横浜市立大学）
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PP3-015 前立腺癌ホルモン治療におけるリュープロレリン投与とデガレリクス投与による肥満、脂質代謝、
糖代謝への影響の比較
澤﨑 晴武 Harutake Sawazaki（  多摩北部医療センター）

　

PP3-016 当院におけるデガレリクスの検討
柏木 佑太 Yuta Kashiwagi（  岡崎市民病院）

　

PP3-017 転移性前立腺癌に対するGnRH antagonist単剤治療の初期成績
岩村 大径 Hiromichi Iwamura（  東北医科薬科大学）

　

PP3-018 デガレリクスアセテート治療症例における予後予測因子の検討
井上 裕司 Yuji Inoue（  千葉大学医学部附属病院）

　

PP3-019 当院での去勢抵抗性前立腺癌に対するエチニルエストラジオール治療成績
中野 泰斗 Taito Nakano（  金沢大学）

　

PP3-020 ビカルタミドを用いたCAB療法後の去勢抵抗性前立腺癌に対する抗アンドロゲン剤交替療法と早期
エンザルタミド導入療法の多施設前向き無作為化比較試験（OCUU-CRPC試験）
井口 太郎 Taro Iguchi（  大阪市立大学／ OCUU-CRPC 研究グループ）

　

PP3-021 CRPCに対する新規ホルモン剤とビンテージホルモンとの比較
清水 信明 Nobuaki Shimizu（  群馬県立がんセンター）

　

PP3-022 血清アルブミンは去勢抵抗性前立腺癌に対するデキサメタゾン療法のPSA反応や全生存期間に関与する
小林 加直 Kanao Kobayashi（  労働者健康安全機構中国労災病院）

　

PP3-023 抗アンドロゲン剤交替療法の有無における新規AR標的薬の治療成績の検討
竹下 暢重 Nobushige Takeshita（  千葉大学）

　

PP3-024 CRPCに対する内分泌療法の治療成績の検討
田代 結 Yuu Tashiro（  田附興風会北野病院）

　
一般ポスター 3-03 4月20日（土）　14:00〜15:00　ポスター会場1

◆ 前立腺腫瘍/薬物療法 3（新規AR阻害剤/アビラテロン、ホルモン感受性）
 　　座長：三木 健太（東京慈恵会医科大学）

　

PP3-025 層別化治療に向けた転移性前立腺癌患者の予後不良因子の検討
田崎 新資 Shinsuke Tasaki（  防衛医科大学校）

　

PP3-026 ハイリスク予後因子を有する内分泌療法未治療前立腺癌に対するAbiraetrone療法の初期経験
新井 学 Gaku Arai（  獨協医科大学埼玉医療センター）

　

PP3-027 転移性ホルモン未治療前立腺癌に対するアビラテロン併用ホルモン治療の初期経験
永澤 誠之 Masayuki Nagasawa（  滋賀医科大学医学部附属病院）

　

PP3-028 内分泌療法未治療のハイリスクの予後因子を有する前立腺がんに対するアビラテロン投与の初期使用経験
祢津 晋久 Kunihisa Nezu（  白河厚生総合病院）

　

PP3-029 ホルモン療法を実施した転移性前立腺癌（mHSPC）の予後予測因子の検討
仲西 昌太郎 Shotaro Nakanishi（  琉球大学医学部附属病院）

　

PP3-030 当院におけるハイリスク内分泌療法未治療転移性前立腺癌に対するアビラテロンの使用経験
林 建二郎 Kenjirou Hayashi（  東京医科大学八王子医療センター）

　

PP3-031 mHNPCに対するアビラテロン使用の経験
五反田 丈徳 Takenari Gotanda（  鹿児島市立病院）

　

PP3-032 当院におけるアビラテロンの使用経験
槻木 真明 Masaaki Tsukigi（  公立置賜総合病院）

　

PP3-033 当院での去勢抵抗性前立腺癌に対するアビラテロンの使用経験
髙野 晃暢 Akinobu Takano（  公立能登総合病院）

　

PP3-034 初回内分泌治療の効果が不良であった去勢抵抗性前立腺癌に対するアビラテロンの治療成績
植村 俊彦 Toshihiro Uemura（  千葉県がんセンター）

　

PP3-035 去勢抵抗性前立腺癌患者におけるアビラテロンの予後予測因子の検討
松井 健一郎 Kenichiro Matsui（  千葉大学医学部附属病院）

　

PP3-036 呉医療センターにおける去勢抵抗性前立腺癌に対するアビラテロンの治療成績
甲田 俊太郎 Shuntarou Kouda（  呉医療センター・中国がんセンター）
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一般ポスター 3-04 4月20日（土）　14:00〜15:00　ポスター会場1

◆ 前立腺腫瘍/薬物療法 4（新規AR阻害剤/去勢抵抗性） 　　座長：松本 洋明（山口大学）

　

PP3-037 当院におけるCRPCに対するAbirateroneの治療成績
阪中 啓吾 Keigo Sakanaka（  富士市立中央病院）

　

PP3-038 Intraductal carcinoma of the prostate（IDC-P）を有する去勢抵抗性前立腺癌（CRPC）患者に
対するアビラテロンの有用性と安全性の検討
服部 恭介 Kyosuke Hattori（  名古屋第二赤十字病院）

　

PP3-039 去勢抵抗性前立腺癌における遠隔転移の有無によるエンザルタミドの治療成績の検討
宋本 尚俊 Takatoshi Somoto（  千葉県がんセンター）

　

PP3-040 エンザルタミドによる全身倦怠感の発症状況と治療継続期間の関係
皆川 倫範 Tomonori Minagawa（  信州大学）

　

PP3-041 高齢の去勢抵抗性前立腺癌患者におけるエンザルタミドの安全性と有用性の臨床的検討
日紫喜 公輔 Kohsuke Hishiki（  大原記念倉敷中央病院）

　

PP3-042 当院における去勢抵抗性前立腺癌に対するエンザルタミドの治療成績
遠藤 剛 Tsuyoshi Endou（  日立総合病院）

　

PP3-043 Enzalutamide使用中、oligometastaticな転移性病変に放射線療法を施行したところ、PSAの著
明な低下を認め長期生存を得たCRPC患者の1例
中熊 健介 Kensuke Nakakuma（  熊本中央病院）

　

PP3-044 高齢者の去勢抵抗性前立腺癌患者に対するEnzalutamide、Abirateroneの使用経験の検討
行廣 和真 Kazuma Yukihiro（  県立広島病院）

　

PP3-045 去勢抵抗性前立腺癌に対する新規抗アンドロゲン剤後の2次治療の治療成績
髙橋 敦 Atsushi Takahashi（  函館五稜郭病院）

　

PP3-046 去勢抵抗性前立腺癌患者における新規アンドロゲン受容体阻害剤使用時のQOL調査に関する検討
小池 祐介 Yusuke Koike（  東京慈恵会医科大学）

　

PP3-047 当院における逐次療法の観点から検討したアビラテロン・エンザルタミドの使用経験
船越 大吾 Daigo Funakoshi（  日本大学医学部附属板橋病院）

　

PP3-048 去勢抵抗性前立腺癌を対象としたエンザルタミドの長期特定使用成績調査の成績（第2回中間集計結
果の報告）
野本 亜由美 Ayumi Nomoto（  アステラス製薬株式会社メディカルアフェアーズ本部メディカルサイエンス部）

　
一般ポスター 3-05 4月20日（土）　14:00〜15:00　ポスター会場1

◆ 前立腺腫瘍/薬物療法 5（タキサン） 　　座長：渡部 明彦（富山大学）

　

PP3-049 Degarelix にabiraterone もしくは docetaxel を初期治療に併用した初診時D2前立腺癌の初期
治療報告
向山 秀樹 Hideki Mukouyama（  沖縄徳洲会南部徳洲会病院）

　

PP3-050 転移性去勢抵抗性前立腺がんに対する1次治療としての新規アンドロゲン受容体標的薬とドセタキセ
ルの治療成績の比較
呉屋 真人 Masato Goya（  琉球大学附属病院）

　

PP3-051 去勢抵抗性前立腺癌に対するドセタキセル治療におけるテストステロン値と予後との関連性の検討
安藤 敬佑 Keisuke Ando（  千葉大学医学部附属病院）

　

PP3-052 当センターにおける去勢抵抗性前立腺がんに対するドセタキセルの使用経験
ぺエ サンジョン Pae Sangjon（  千葉県がんセンター）

　

PP3-053 低量ドセタキセルを併用した温熱療法が有効であった去勢抵抗性前立腺癌の三例
賀来 春紀 Haruki Kaku（  岡村一心堂病院）

　

PP3-054 去勢抵抗性前立腺癌に対しドセタキセル投与後に十二指腸炎を認めた一例
大西 智也 Tomoya Onishi（  市立八幡浜総合病院）

　

PP3-055 当院におけるカバジタキセルの使用経験
植垣 正幸 Masayuki Uegaki（  豊岡病院）

　

PP3-056 当院でのジェブタナの使用経験
村松 和道 Kazumichi Muramatsu（  群馬県立がんセンター）
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PP3-057 当院におけるカバジタキセルの治療経験
矢野 誠司 Seiji Yano（  山口大学）

　

PP3-058 当院における去勢抵抗性前立腺癌に対するCabazitaxelの臨床的検討
太田 秀人 Hideto Ota（  倉敷中央病院）

　

PP3-059 カバジタキセルが長期奏功している術後再発した去勢抵抗性前立腺癌の一例
竹内 良太朗 Ryotaro Takeuchi（  公立能登総合病院）

　

PP3-060 去勢抵抗性前立腺癌の治療に関する医師へのアンケート調査
野澤 昌弘 Masahiro Nozawa（  近畿大学／大阪腎泌尿器疾患研究財団）

　
一般ポスター 3-06 4月20日（土）　14:00〜14:40　ポスター会場1

◆ 前立腺腫瘍/薬物療法 6（骨のマネジメント,そのほか） 　　座長：深堀 能立（獨協医科大学）

　

PP3-061 長期ホルモン療法併用放射線治療におけるbone health; ゾレドロン酸水和物 5mg 点滴静注の初
期使用経験
志村 壮一朗 Soichiro Shimura（  北里大学病院）

　

PP3-062 前立腺癌ホルモン療法におけるメタボリックシンドローム（metabolic syndrome:MetS）と骨関
連事象（skeletal related events:SRE）の短期評価
鈴木 一生 Issei Suzuki（  神戸市立医療センター中央市民病院）

　

PP3-063 アンドロゲン除去療法を受けている非転移性前立腺癌患者における骨粗鬆症および腰椎と大腿骨に
おける骨粗鬆症性骨折の累積発生率についての検討
加藤 成一 Seiichi Kato（  大垣市民病院）

　

PP3-064 我孫子東邦病院における前立腺癌アンドロゲン遮断療法（ADT）患者に対するLHRH長期製剤および
骨粗鬆症検査のアンケート結果の検討
山崎 智也 Tomoya Yamasaki（  我孫子東邦病院）

　

PP3-065 新規AR標的薬時代におけるオルタナティブ・リガンド除去症候群 - エンザルタミド・アビラテロン・
ステロイド剤によるAWS類似の現象を考察する
加藤 智規 Tomonori Kato（  帝京大学ちば総合医療センター／黒部市民病院）

　

PP3-066 演題取り下げ

　

PP3-067 In vivo phage display法を用いた前立腺癌特異的組織標的ペプチドによる新規治療法の開発
和田 晃典 Akinori Wada（  滋賀医科大学）

　

PP3-068 前立腺癌ADT患者におけるサルコペニア新規発生の危険因子の検討
永江 浩史 Hiroshi Nagae（  ながえ前立腺ケアクリニック）

　
一般ポスター 3-07 4月20日（土）　14:00〜15:00　ポスター会場1

◆ 腹腔鏡 1（副腎・腎・尿管） 　　座長：松本 和将（北里大学）

　

PP3-069 転移性副腎腫瘍に対する腹腔鏡下副腎摘除術の臨床的検討
坂本 茉莉子 Mariko Sakamoto（  神戸大学医学部附属病院）

　

PP3-070 後腹膜鏡下副腎摘除術におけるBMI値と内臓脂肪面積が手術成績に与える影響
石橋 武大 Takehiro Ishibashi（  千葉大学医学部附属病院）

　

PP3-071 Low complexity tumorに対する腹腔鏡下無阻血無縫合腎部分切除術の導入
小林 秀一郎 Shuichiro Kobayashi（  多摩南部地域病院）

　

PP3-072 腎細胞癌に対して腹腔鏡補助下小切開腎部分切除術を行った17例の検討
秋岡 貴弘 Takahiro Akioka（  宮崎大学）

　

PP3-073 富山県立中央病院でのミニマム創腎部分切除術とロボット支援下腎部分切除術の治療成績の比較検討
神島 泰樹 Taiki Kamijima（  富山県立中央病院）

　

PP3-074 当院における腎部分切除術の臨床的検討
佐野 貴之 Takayuki Sano（  東京慈恵会医科大学附属柏病院）

　

PP3-075 当院で鏡視下腎部分切除術を試み、鏡視下腎摘除に移行した5例の検討
岩根 亨輔 Kyosuke Iwane（  国立病院機構福山医療センター）

　

PP3-076 7㎝以上の非転移性腎癌に対する腹腔鏡手術の治療成績:開放手術との比較
木田 和貴 Kazutaka Kida（  宮崎大学）
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PP3-077 高齢患者に対する後腹膜鏡下腎尿管全摘の周術期成績の検討
引田 克弥 Katsuya Hikita（  鳥取大学）

　

PP3-078 80歳以上の高齢者における腹腔鏡下腎・腎盂尿管悪性腫瘍手術の検討
石川 達郎 Tatsuro Ishikawa（  横浜医療センター）

　

PP3-079 腹腔鏡下腎摘除術の手術難易度を決める因子は何か?
鹿野 竜生 Tatsuo Kano（  東海大学医学部付属病院）

　

PP3-080 当院における80歳以上の腹腔鏡下手術の検討
原田 茂 Shigeru Harada（  JA 北海道厚生連旭川厚生病院）

　
一般ポスター 3-08 4月20日（土）　14:00〜15:00　ポスター会場1

◆ 腹腔鏡 2（膀胱・前立腺） 　　座長：佐々木 裕（東京慈恵会医科大学）

　

PP3-081 当科における腹腔鏡下根治的膀胱全摘除術の周術期成績の検討
武田 健 Ken Takeda（  堺市立総合医療センター）

　

PP3-082 当院における腹腔鏡下膀胱全摘術の初期経験
長坂 直樹 Naoki Nagasaka（  埼玉県済生会川口総合病院）

　

PP3-083 当科における高齢者膀胱癌に対する腹腔鏡下膀胱全摘術と放射線療法の比較検討
穴見 俊樹 Toshiki Anami（  済生会熊本病院）

　

PP3-084 80歳以上の高齢者に対する腹腔鏡下膀胱全摘術の検討
町田 裕一 Yuuichi Machida（  八尾市立病院）

　

PP3-085 腹腔鏡下根治的膀胱摘除術および回腸導管造設後に尿管-導管交絡および絞扼性イレウスが発覚した一例
宮本 慎太郎 Shintaro Miyamoto（  旭川赤十字病院）

　

PP3-086 小線源療法後に診断された膀胱癌に対し腹腔鏡下膀胱全摘除術を施行した2例
牛田 博 Hiroshi Ushida（  独立行政法人地域医療機能推進機構滋賀病院）

　

PP3-087 腹腔鏡下前立腺全摘除術後の術後鼠径ヘルニアの検証
野村 直史 Naofumi Nomura（  広島市立安佐市民病院）

　

PP3-088 腹腔鏡下根治的前立腺全摘除術後に腹腔内再発をきたし，FDG-PETにて診断し得た一例
森永 亮太 Ryota Morinaga（  横浜市立大学附属市民総合医療センター）

　

PP3-089 臍アプローチによるreduced prot surgery（RPS）前立腺全摘除術の検討
荒木 千裕 Kazuhiro Araki（  帝京大学ちば総合医療センター）

　

PP3-090 腹腔鏡下前立腺全摘除術後の尿禁制に対する膀胱尿道造影検査による評価
岩本 秀雄 Hideo Iwamoto（  独立行政法人国立病院機構呉医療センター中国がんセンター）

　

PP3-091 根治治療後の局所再発前立腺癌に対する救済腹腔鏡下前立腺全摘所術の検討
佐々木 裕 Hiroshi Sasaki（  東京慈恵会医科大学）

　

PP3-092 腹腔鏡下前立腺全摘除術後のPSA再発に関するConditional survival analysis
川上 正能 Masayoshi Kawakami（  東海大学医学部付属病院）

　
一般ポスター 3-09 4月20日（土）　14:00〜14:35　ポスター会場1

◆ 腹腔鏡 3（その他） 　　座長：北 雅史（旭川医科大学）

　

PP3-093 腹腔鏡下尿膜管摘除術における臍部ポート設置による手術の工夫
中川 竜之介 Ryunosuke Nakagawa（  石川県立中央病院）

　

PP3-094 慈恵医大における腹腔鏡下尿膜管摘出術の治療成績と術式の工夫
松浦 泰史 Taishi Matsuura（  東京慈恵会医科大学附属病院）

　

PP3-095 山形県立中央病院における腹腔鏡下尿膜管摘除術治療成績、術式の導入と定型化
千葉 大豪 Daigo Chiba（  山形県立中央病院）

　

PP3-096 腹腔鏡下尿膜管摘除・膀胱部分切除術の際の経尿道的手術の同時施行の経験
寺尾 秀行 Hideyuki Terao（  大和市立病院）

　

PP3-097 血液透析患者の浸潤性膀胱癌に対して腹腔鏡下全尿路全摘術を安全に施行し得た1例
相川 浩一 Koichi Aikawa（  東京慈恵会医科大学／亀田総合病院）

　

PP3-098 当院における鏡視下手術に対する医療安全の取り組み
川西 博晃 Hiroaki Kawanishi（  天理よろづ相談所病院）
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PP3-099 18cm大の後腹膜高分化型脂肪肉腫に対する後腹膜鏡下後腹膜腫瘍摘出術
川野 将太 Shota Kawano（  東京慈恵会医科大学附属病院）

　
一般ポスター 3-10 4月20日（土）　14:00〜14:45　ポスター会場2

◆ 排尿機能・神経泌尿器科/基礎 　　座長：三井 貴彦（山梨大学）

　

PP3-100 末梢血管障害を有する自然発症高血圧ラットにおける冷えストレス排尿筋過活動に対するPDE5阻
害薬の抑制効果
上野 学 Manabu Ueno（  信州大学）

　

PP3-101 マウスにおける概日リズム是正による夜間頻尿改善効果の検討
井原 達矢 Tatsuya Ihara（  山梨大学医学部附属病院）

　

PP3-102 非ベンゾジアゼピン系睡眠薬は膀胱知覚神経を介し利尿モデルラットの尿量を減少させる
長瀬 桂子 Keiko Nagase（  福井大学）

　

PP3-103 下部尿路閉塞ラットを用いたα1受容体遮断薬とPDE5阻害薬併用による冷えストレス排尿筋過活
動の抑制効果の検討
鈴木 中 Ataru Suzuki（  信州大学医学部附属病院）

　

PP3-104 虚血に伴う膀胱機能障害に対するDPP-4阻害剤アナグリプチンの予防効果
堀田 祐志 Yuji Hotta（  名古屋市立大学大学院薬学研究科　病院薬剤学分野）

　

PP3-105 酢酸によって誘発された炎症をともなう排尿筋過活動に対する猪苓湯の薬理効果についての検討
原 寛彰 Hiroaki Hara（  信州大学）

　

PP3-106 マウスにおける膀胱一次求心性神経の脊髄入力部位の検討
竹澤 健太郎 Kentaro Takezawa（  大阪大学／大阪大学大学院医学系研究科　解剖学講座（神経細胞生物学））

　

PP3-107 弾性線維形成不全LOXL1（Lysyl oxidase like-1）ノックアウトラットの膀胱機能
嘉手川 豪心 Katsumi Kadekawa（  沖縄協同病院／株式会社サザンナイトラボラトリー）

　

PP3-108 下部尿路閉塞マウスにおける過活動膀胱の病態的ペースメーキングの解明
牧 知子 Tomoko Maki（  九州大学）

　
一般ポスター 3-11 4月20日（土）　14:00〜15:00　ポスター会場2

◆ 排尿機能・神経泌尿器科/臨床2（間質性膀胱炎、LUTS） 　　座長：平山 暁秀（近畿大学医学部奈良病院）

　

PP3-109 間質性膀胱炎の膀胱痛に対する当帰・芍薬・甘草（主に当帰建中湯）による治療効果の検討
坂井 誠一 Seiichi Sakai（  さかい泌尿器科医院）

　

PP3-110 複数回の電気凝固術を要した間質性膀胱炎（ハンナ型）に対する検討
兼光 紀幸 Noriyuki Kanemitsu（  洛和会丸太町病院／京都府立医科大学）

　

PP3-111 難治性間質性膀胱炎に対して腹腔鏡下に膀胱・尿道摘出および回腸導管造設術を施行した一例
小林 直人 Naoto Kobayashi（  鳥取赤十字病院）

　

PP3-112 LUTS加療中の男性患者における夜間多尿とABPMおよび食塩摂取量との関連
高山 美郷 Misato Takayama（  岩手医科大学附属病院）

　

PP3-113 原発性アルドステロン症患者と健常人の下部尿路症状に関する比較検討
関井 洋輔 Yosuke Sekii（  大阪大学）

　

PP3-114 看護師による排尿障害質問票代理記入は、自己記入式質問票の代替にはならない
沖波 武 Takeshi Okinami（  明石仁十病院）

　

PP3-115 高齢者の頻尿が抑うつ傾向に与える影響
入部 康弘 Yasuhiro Iribe（  横浜市立大学附属病院）

　

PP3-116 ウロダイナミックスタディによる排尿筋過活動と下部尿路閉塞の関連についての検討
小川 輝之 Teruyuki Ogawa（  信州大学）

　

PP3-117 侵襲的UDSのサローゲートマーカーとしての尿中細胞の可能性
吉良 聡 Satoru Kira（  山梨大学）

　

PP3-118 当施設における経尿道的前立腺切除術（TUR-P）施行前の尿流動態検査の有用性に関する検討
大塚 耕太郎 Kotaro Otsuka（  帝京大学ちば総合医療センター）

　

PP3-119 尿流動態検査におけるair charged catheterとwater filled catheterの使用比較
朝倉 博孝 Hirotaka Asakura（  埼玉医科大学）
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PP3-120 当院におけるリリアムα-200®とBladder scan®の比較検討について
山中 達郎 Tatsuro Yamanaka（  地方独立行政法人くまもと県北病院機構公立玉名中央病院）

　
一般ポスター 3-12 4月20日（土）　14:00〜15:00　ポスター会場2

◆ 女性泌尿器科 1 （評価、手術療法以外の治療、TVM・LSC1） 　　座長：山本 恭代（徳島大学）

　

PP3-121 女性骨盤底専門外来受診患者における実態調査〜困窮度と希望治療の実態〜
金城 真実 Manami Kinjo（  杏林大学）

　

PP3-122 MRIを用いた骨盤臓器脱の評価に対する検討
田中 直人 Naoto Tanaka（  聖路加国際病院）

　

PP3-123 術前パッドテストとストレステストは骨盤臓器脱修復術後の腹圧性尿失禁を予測できる簡便な検査である
片岡 政雄 Masao Kataoka（  福島県立医科大学）

　

PP3-124 骨盤臓器脱患者の術前後におけるQOL変化
松山 奈有佳 Nayuka Matsuyama（  名古屋市立東部医療センター）

　

PP3-125 下部尿路症状を有する女性における膣圧計（MizCure:ミズキュア）を用いた膣圧の検討
井上 雅 Miyabi Inoue（  みやびウロギネクリニック）

　

PP3-126 骨盤臓器脱におけるペッサリーの有効性と安全性
金野 紅 Kurenai Kinno（  東邦大学医療センター大橋病院）

　

PP3-127 多職種チームによる学術集会での骨盤底筋トレーニングハンズオンセミナー開催の経験
青木 芳隆 Yoshitaka Aoki（  福井大学／骨盤底筋トレーニング作業部会）

　

PP3-128 最小限のメッシュによる盲目的操作のないTVM変法 初期導入例の報告
小池 繭美 Mayumi Koike（  国立病院機構東名古屋病院）

　

PP3-129 TVMの治療成績と骨格筋量の関連についての検討
曲渕 敏博 Toshihiro Magaribuchi（  倉敷中央病院）

　

PP3-130 骨盤臓器脱に対する前壁メッシュ手術の短期成績
成本 一隆 Kazutaka Narimoto（  聖路加国際病院）

　

PP3-131 LSCの手術時間に影響する患者因子の検討
西村 謙一 Ken-Ichi Nishimura（  愛媛大学医学部附属病院）

　

PP3-132 骨盤臓器脱に対するLSC（腹腔鏡下仙骨腟固定術）手術の合併症と下部尿路症状の変化についての研究
佐藤 広高 Hirotaka Sato（  医療法人社団北水会記念病院）

　
一般ポスター 3-13 4月20日（土）　14:00〜15:00　ポスター会場2

◆ 女性泌尿器科 2（TVM・LSC 2） 　　座長：成島 雅博（名鉄病院）

　

PP3-133 腹腔鏡下仙骨膣固定術後の腹圧性尿失禁に関与する予測因子の検討
吉尾 裕子 Yuuko Yoshio（  三重大学／亀田メディカルセンターウロギネコロジーセンター）

　

PP3-134 当院における腹腔鏡下仙骨腟固定術手術前後の排尿機能について
橋本 翔 Sho Hashimoto（  日本大学医学部附属板橋病院）

　

PP3-135 当院でのLSC術前後の排尿状態の変化の検討
齋藤 友充子 Yumiko Saito（  京都府立医科大学附属病院）

　

PP3-136 KKR高松病院における腹腔鏡下仙骨膣固定術の成績
平間 裕美 Hiromi Hirama（  KKR 高松病院）

　

PP3-137 腹腔鏡下仙骨膣固定術の初期経験
上別府 豊治 Toyoharu Kamibeppu（  潤和会記念病院）

　

PP3-138 腹腔鏡下仙骨膣固定術の初期経験
福井 彩子 Ayako Fukui（  京都府立医科大学）

　

PP3-139 当院における腹腔鏡下仙骨膣固定術の初期成績
赤澤 早紀 Saki Akazawa（  愛媛県立中央病院）

　

PP3-140 腹腔鏡下仙骨膣固定術の初期経験
福井 秀幸 Hideyuki Fukui（  済生会熊本病院）

　

PP3-141 当院での腹腔鏡下仙骨膣固定術における子宮膣上部切断術と子宮温存術の比較
渡邉 久貴 Hisaki Watanabe（  亀田総合病院／東京慈恵会医科大学附属病院）
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PP3-142 盲目的操作のないTVM変法と腹腔鏡下仙骨腟固定術（LSC）との比較
岡村 菊夫 Kikuo Okamura（  国立病院機構東名古屋病院）

　

PP3-143 骨盤臓器脱に対するLSCとTVMの術後排尿機能の比較
長谷川 孝高 Yoshitaka Hasegawa（  産業医科大学若松病院）

　

PP3-144 骨盤臓器脱に対するTVMとLSCの治療成績および術前後のQOLと骨盤底症状の検討
高橋 和宏 Kazuhiro Takahashi（  東京慈恵会医科大学附属病院）

　
一般ポスター 3-14 4月20日（土）　14:00〜14:55　ポスター会場3

◆ 腎腫瘍/薬物療法 3 がん免疫療法1 　　座長：加藤 智幸（山形大学）

　

PP3-145 東京大学泌尿器科における転移性腎細胞癌に対するニボルマブ・イピリムマブ併用療法の初期経験
佐藤 悠佑 Yuusuke Satou（  東京大学医学部附属病院）

　

PP3-146 転移性腎細胞癌に対するnivolumab+ipilimumab併用療法不応後，2nd Line axitinibが奏功した一例
佐野 雅之 Masayuki Sano（  日本医科大学付属病院）

　

PP3-147 分子標的薬時代における転移性腎癌に対するサイトカイン1次治療の検討
石崎 文雄 Fumio Ishizaki（  新潟大学）

　

PP3-148 ニボルマブ関連内分泌異常に対する当科での取り組み
原 琢人 Takuto Hara（  神戸大学）

　

PP3-149 進行性腎細胞癌患者に対するオプジーボ治療の有効性と副作用発現の関連性についての検討
元島 崇信 Takanobu Motoshima（  熊本大学）

　

PP3-150 Nivolumab投与下のアブスコパル効果による腫瘍縮小によりPS改善が考えられた腎細胞癌の治療経過
堀 寛太 Kanta Hori（  市立釧路総合病院）

　

PP3-151 転移性腎細胞癌における2nd line療法のNivolumabとTKIの比較検討
小泉 淳 Atsushi Koizumi（  秋田大学）

　

PP3-152 実臨床での進行性腎細胞癌に対する分子標的薬ならびに免疫チェックポイント阻害薬の逐次治療に
関する検討
山﨑 俊成 Toshinari Yamasaki（  京都大学）

　

PP3-153 転移性腎細胞癌に対するニボルマブ投与前の血清乳酸脱水素酵素は治療効果予測因子になりうる
城武 卓 Suguru Shirotake（  埼玉医科大学国際医療センター）

　

PP3-154 転移性腎細胞癌に対するニボルマブ投与により免疫関連性膵炎および唾液腺炎を併発した1例
近藤 秀幸 Hideyuki Kondo（  埼玉医科大学国際医療センター）

　

PP3-155 転移性腎細胞癌に対するnivolumab投与中に発症した急性前骨髄性白血病の一例
村上 雅哉 Masaya Murakami（  東京慈恵会医科大学附属病院）

　
一般ポスター 3-15 4月20日（土）　14:00〜14:50　ポスター会場3

◆ 腎腫瘍/薬物療法 4 がん免疫療法2 　　座長：森田 展代（金沢医科大学）

　

PP3-156 当院における転移性腎細胞癌に対するニボルマブの使用経験
山田 智哉 Tomoya Yamada（  山形県立中央病院）

　

PP3-157 当院泌尿器科領域における抗PD-1抗体薬の使用経験
井上 陽介 Yousuke Inoue（  尾道市民病院）

　

PP3-158 当院におけるNivolumabの使用経験
野田 祐介 Yusuke Noda（  海南病院）

　

PP3-159 進行性腎細胞癌に対するニボルマブの治療成績
三浦 徹也 Tetsuya Miura（  兵庫県立がんセンター）

　

PP3-160 当院における転移性腎細胞癌患者に対するニボルマブの治療成績
野中 遥奈 Haruna Nonaka（  筑波大学附属病院）

　

PP3-161 転移性肉腫様腎細胞癌に対する免疫チェックポイント阻害剤の治療経験
西村 直樹 Naoki Nishimura（  独立行政法人地域医療機能推進機構諫早総合病院）

　

PP3-162 当院における腎細胞癌に対するNivolumabの治療経験
高橋 雄大 Takehiro Takahashi（  天理よろづ相談所病院）
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PP3-163 Nivolumabの特異な治療経過 当院症例からの考察
伊藤 英 Suguru Ito（  日本海総合病院）

　

PP3-164 当院におけるNivolumabの初期使用経験
中森 央貴 Hiroki Nakamori（  千葉県済生会習志野病院）

　

PP3-165 当院におけるニボルマブの初期使用経験
松田 良一郎 Ryouichirou Matsuda（  鹿児島市立病院）

　
一般ポスター 3-16 4月20日（土）　14:00〜14:55　ポスター会場3

◆ 腎腫瘍/薬物療法 5 がん免疫療法3 　　座長：杉 素彦（関西医科大学附属病院）

　

PP3-166 血液透析中の転移性腎細胞癌患者に対するニボルマブの投与経験
田中 建 Ken Tanaka（  筑波大学附属病院）

　

PP3-167 当院における進行性腎癌に対するニボルマブ投与の初期治療経験
室宮 千恵 Chie Muromiya（  東京女子医科大学八千代医療センター）

　

PP3-168 当院における有転移腎細胞癌患者に対するNivolumab使用経験
牛島 正毅 Masaki Ushijima（  山形大学）

　

PP3-169 旭川医科大学病院における進行性腎癌に対するNivolumabの使用経験
舘岡 穣 Jo Tateoka（  旭川医科大学）

　

PP3-170 腎細胞癌有転移症例に対するニボルマブの初期使用経験7例の報告
森 聰博 Akihiro Mori（  独立行政法人国立病院機構岩国医療センター）

　

PP3-171 地域病院におけるニボルマブの導入経験
本田 聡 Satoshi Honda（  島根大学医学部　総合医療学講座（大田総合医育成センター）／大田市立病院）

　

PP3-172 当院における転移性腎細胞癌に対するニボルマブの使用経験
三宅 修司 Shuji Miyake（  広島市立広島市民病院）

　

PP3-173 名古屋大学関連施設における転移性腎細胞癌に対するニボルマブの治療成績
山内 裕士 Yushi Yamauchi（  名古屋第二赤十字病院）

　

PP3-174 演題取り下げ

　

PP3-175 転移性腎癌に対するニボルマブの初期治療成績
德永 素 Moto Tokunaga（  福山市民病院）

　

PP3-176 根治切除不能又は転移性の腎細胞癌に対するニボルマブ投与の有効性と安全性の検討
安東 聡 Satoshi Ando（  自治医科大学）

　
一般ポスター 3-17 4月20日（土）　14:00〜14:40　ポスター会場3

◆ 腎腫瘍/薬物療法 6 そのほか 　　座長：小島 崇宏（筑波大学附属病院）

　

PP3-177 山形大学における腎癌診断時有転移症例の予後および予後因子に関する検討
窪木 祐弥 Yuya Kuboki（  山形大学医学部附属病院）

　

PP3-178 当院における腎癌有転移症例の治療成績
佐々木 賢一 Kenichi Sasaki（  帝京大学）

　

PP3-179 名古屋大学関連施設における転移性腎細胞癌IMDC-Intermediateリスク群の層別化の検討
平林 毅樹 Tsuyoki Hirabayashi（  小牧市民病院）

　

PP3-180 MSKCC分類とIMDC分類の不一致の臨床的意義について
沖田 和貴 Kazutaka Okita（  弘前大学医学部附属病院）

　

PP3-181 血清CRP値による転移性腎細胞癌2次治療前中間リスク群の層別化
髙松 公晴 Kimiharu Takamatsu（  慶應義塾大学）

　

PP3-182 転移性腎癌に対して薬物治療を施行した患者における栄養指標の臨床的意義
岡 優 Suguru Oka（  国立がん研究センター中央病院）

　

PP3-183 進行性腎細胞癌の薬物治療に関するアンケート調査
今村 亮一 Ryouichi Imamura（  大阪大学）

　

PP3-184 原発性腎細胞癌に対する重粒子線治療後の長期成績
粕谷 吾朗 Goro Kasuya（  放射線医学総合研究所病院）
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一般ポスター 3-18 4月20日（土）　14:00〜14:55　ポスター会場3

◆ 腎腫瘍/手術（腹腔鏡・ロボットをのぞく） 　　座長：服部 良平（名古屋第一赤十字病院）

　

PP3-185 腎癌下大静脈腫瘍塞栓を有する患者に対して術前分子標的薬投与を行った際の手術成績の比較検討
岡村 泰義 Yasuyoshi Okamura（  神戸大学）

　

PP3-186 当院での進行性腎細胞癌に対するアキシチニブを用いた術前補助療法の経験
山本 義明 Yoshiaki Yamamoto（  山口大学）

　

PP3-187 DPCデータを用いたERAS腎開腹手術における急性期期間の判定
川村 研二 Kenji Kawamura（  恵寿総合病院）

　

PP3-188 腎癌・腎盂尿管癌手術におけるERAS®（術後回復能力強化プログラム）の効果と安全性について
今野 将人 Masato Konno（  山形県立中央病院）

　

PP3-189 日本大学病院における単腎症例の腎部分切除術の治療成績
髙田 将吾 Shogo Takada（  日本大学病院）

　

PP3-190 T1腎細胞癌の腎部分切除術後の経過観察について
今村 有佑 Yusuke Imamura（  千葉大学）

　

PP3-191 当院における腎部分切除術の術式による比較検討
中山 亮 Ryo Nakayama（  新潟大学）

　

PP3-192 当科における腎部分切除の検討
久住 倫宏 Norihiro Kusumi（  NHO 岡山医療センター）

　

PP3-193 当院における高齢者の腎癌に対する手術成績
高橋 宣弘 Nobuhiro Takahashi（  山梨大学）

　

PP3-194 当院で経験した乳頭状腎細胞癌の予後検討
関戸 恵麗 Eri Sekido（  東京女子医科大学病院）

　

PP3-195 腎癌に対する凍結療法後の初回治療不成功例に対する検討
乾 将吾 Shogo Inui（  京都府立医科大学）

　
一般ポスター 3-19 4月20日（土）　14:00〜15:10　ポスター会場3

◆ 排尿機能・神経泌尿器科/臨床3（排尿ケア） 　　座長：吉村 耕治（静岡県立総合病院）

　

PP3-196 排尿自立指導におけるスコアは、尿道カテーテル非留置患者においても、排尿自立度、下部尿路機
能の簡易評価に有用である。
沖波 武 Takeshi Okinami（  明石仁十病院）

　

PP3-197 仙台赤十字病院における排尿ケアチームの取り組み
櫻田 祐 Yu Sakurada（  仙台赤十字病院）

　

PP3-198 日本医科大学千葉北総病院における排尿ケアチームの取り組み
鈴木 康友 Yasutomo Suzuki（  日本医科大学千葉北総病院）

　

PP3-199 KKR高松病院における排泄ケアチームの取り組み〜排尿自立指導料算定開始2年を振り返って〜
山﨑 真理 Mari Yamasaki（  KKR 高松病院）

　

PP3-200 当院における排尿ケアチームの取り組み
福田 輝雄 Teruo Fukuda（  神戸大学）

　

PP3-201 排尿ケアチーム発足後の介入時期別にみた活動状況の変化
迫 智之 Satoshi Sako（  近江八幡市立総合医療センター）

　

PP3-202 尿道カテーテル非留置患者における「排尿自立度」スコア改善に影響する因子の検討 〜リハビリテー
ションの立場からのパイロットスタディ〜
入江 雅子 Masako Irie（  明石仁十病院リハビリテーション科）

　

PP3-203 北里研究所病院における排尿自立指導への取り組み
山下 英之 Hideyuki Yamashita（  北里大学北里研究所病院）

　

PP3-204 急性期病院で行う排尿自立支援（回復期病棟併設病院との違い）
速水 慎介 Shinsuke Hayami（  藤枝市立総合病院／特定非営利活動法人「くすり・たべもの・からだの協議会」）
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PP3-205 当院における排尿管理の臨床的検討:急性期病院における排尿ケアチーム介入症例抽出とスクリーニ
ングのポイントとは?
吉川 羊子 Yoko Yoshikawa（  小牧市民病院）

　

PP3-206 名古屋市で新たに始まる高齢者に対する排せつケアへの取り組み
横山 茂紀 Shigenori Yokoyama（  名古屋市健康福祉局高齢福祉部）

　

PP3-207 サルコペニアの観点から見た排尿障害の改善予測
濱川 隆 Takashi Hamakawa（  名古屋市立東部医療センター）

　

PP3-208 行政と連携した排泄支援への取り組み
窪田 泰江 Yasue Kubota（  名古屋市立大学看護学部臨床生理学／名古屋市立大学）

　

PP3-209 在宅医療における排泄支援のための患者環境の把握
姜 琪鎬 Kiho Kang（  みどり訪問クリニック）

　
一般ポスター 3-20 4月20日（土）　14:00〜14:45　ポスター会場3

◆ 陰嚢内容・陰茎・尿道 　　座長：白井 雅人（順天堂大学浦安病院）

　

PP3-210 当院での持続勃起症治療に関する検討
田中 幹人 Mikito Tanaka（  神戸大学）

　

PP3-211 急性陰嚢症の手術症例検討
池田 多朗 Taro Ikeda（  新潟大学）

　

PP3-212 当科における急性陰嚢症手術症例の検討
白石 智大 Tomohiro Shiraishi（  千葉県済生会習志野病院）

　

PP3-213 非専門医によるTesticular Workup for Ischemia and Suspected Torsion（TWIST）スコアを
用いた急性陰嚢痛の診断の有用性
上谷 将人 Masato Uetani（  千葉西総合病院）

　

PP3-214 成人女性に発生した傍尿道嚢腫の1例
袴田 康宏 Yasuhiro Hakamata（  聖隷浜松病院）

　

PP3-215 前立腺全摘除術後の自己導尿患者に生じた会陰部膿瘍の1例
村上 康一 Kouichi Murakami（  みはま成田クリニック）

　

PP3-216 陰茎に限局し治療に苦慮した壊疽性膿皮症の1例
勝又 洋樹 Hiroki Katsumata（  北里大学メディカルセンター）

　

PP3-217 Penile cancerの予後予測因子としての治療前C-reactive protein値の検討
三木 大輔 Daisuke Miki（  大分大学）

　

PP3-218 両側精巣上体平滑筋腫の1例
中島 宏親 Hirochika Nakajima（  国家公務員共済組合連合会呉共済病院）

　
一般ポスター 3-21 4月20日（土）　14:00〜15:00　ポスター会場4

◆ 結石/外科的治療（内視鏡を含む） 1 （PNL, TAP, ECIR） 　　座長：坂 丈敏（北腎会坂泌尿器科病院）

　

PP3-219 PNL治療成績に対する結石体積の影響
梅本 達哉 Tatsuya Umemoto（  東海大学）

　

PP3-220 抗血小板薬継続でPNLを行った腎結石症例の安全性に関する検討
石戸 則孝 Noritaka Ishito（  倉敷成人病センター）

　

PP3-221 恵み野病院におけるPNLの治療成績
井内 裕満 Hiromichi Iuchi（  恵み野病院）

　

PP3-222 リトクラストマスターJを用 いたPNLの治療成績
四柳 智嗣 Satoshi Yotsuyanagi（  厚生連高岡病院）

　

PP3-223 サンゴ状結石へのECIRSを含む PNL（Mini-perc）治療の臨床的検討
平沼 俊亮 Shunsuke Hiranuma（  埼玉医科大学総合医療センター）

　

PP3-224 演題取り下げ

　

PP3-225 膀胱全摘除術・回腸導管造設後に発生した両側尿管結石の1例
加藤 繭子 Mayuko Kato（  千葉大学医学部附属病院）
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PP3-226 当院におけるECIRSの破砕効果予測因子の検討
深澤 武史 Takeshi Fukazawa（  横須賀南共済病院）

　

PP3-227 当院における腎結石に対するtotal tubeless ECIRS治療成績の検討
淺野 潤 Jun Asano（  大口東総合病院）

　

PP3-228 超音波破砕装置（LithoClast Master-J）を用いたTAP（TUL assisted PNL）の治療成績
宮富 良穂 Yoshiho Miyatomi（  医療法人社団誠仁会みはま病院）

　

PP3-229 当院における両側サンゴ状結石に対するTAPを中心としたendourologyの検討
小林 宏州 Hirokuni Kobayashi（  倉敷成人病センター）

　

PP3-230 PNLにおける出血の危険因子と安全因子（安全を確保する因子）の検討と安全策提案
宮原 誠 Makoto Miyahara（  入間川病院）

　
一般ポスター 3-22 4月20日（土）　14:00〜14:45　ポスター会場4

◆ 結石/外科的治療（内視鏡を含む） 4 （rTUL, TUL 1） 　　座長：藤田 和彦（順天堂大学静岡病院）

　

PP3-231 尿管結石に対する経尿道的尿路結石除去術における超細径硬性尿管鏡の有用性の検討
長濱 寛二 Kanji Nagahama（  京都桂病院）

　

PP3-232 上部尿管結石に対するrTULにおけるAccordionの初期使用経験
木藤 宏樹 Hiroki Kitou（  JCHO 東京新宿メディカルセンター）

　

PP3-233 TULにおける術前CTでの手術可否予測パラメータの検討
村元 暁文 Akifumi Muramoto（  市立長浜病院）

　

PP3-234 即日TULの効果および安全性に関する検討
服部 竜也 Tatsuya Hattori（  名古屋市立東部医療センター）

　

PP3-235 TULにおける術中透視時間の検討
仁禮 卓磨 Takuma Nirei（  横須賀共済病院）

　

PP3-236 当院での上部尿路結石に対する、リソクラストとレーザーの比較。
中平 洋子 Yoko Nakahira（  埼玉医科大学）

　

PP3-237 当院における両側TULの治療経験
浅井 拓雄 Takuo Asai（  大口東総合病院）

　

PP3-238 岐阜市民病院における単発の上部尿路結石に対するTULの治療成績
清家 健作 Kensaku Seike（  岐阜市民病院）

　

PP3-239 Performance Status（PS）が不良な尿路結石症患者に対するTULの治療成績
黒田 悟史 Satoshi Kuroda（  静岡市立清水病院）

　
一般ポスター 3-23 4月20日（土）　14:00〜14:45　ポスター会場4

◆ 結石/外科的治療（内視鏡を含む） 5 （rTUL,TUL 2） 　　座長：室田 卓之（関西医科大学総合医療センター）

　

PP3-240 当院における経尿道的結石破砕術の臨床的検討 〜高齢者や寝たきり患者における有効性・安全性に
ついて〜
葺石 陽亮 Yosuke Fukiishi（  社会医療法人近森会近森病院）

　

PP3-241 術前結石形態の予測因子の検討
中濵 智則 Tomonori Nakahama（  星ケ丘医療センター）

　

PP3-242 Dual Energy CTを用いた尿路結石の評価
速水 悠太郎 Yutaro Hayami（  関西医科大学総合医療センター）

　

PP3-243 当院の上部尿路結石に対するTULの治療成績
鵜木 勉 Tsutomu Unoki（  昭和大学病院）

　

PP3-244 帝京大学溝口病院泌尿器科におけるTULの検討
中村 圭輔 Keisuke Nakamura（  帝京大学医学部附属溝口病院）

　

PP3-245 当院におけるTUL症例の検討
八木澤 隆史 Takafumi Yagisawa（  埼玉県済生会栗橋病院）

　

PP3-246 当院におけるTUL施行症例の臨床検討
松岡 俊光 Toshimitsu Matsuoka（  八戸平和病院）
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PP3-247 朝倉医師会病院における経尿道的尿管砕石術（TUL）の治療成績
三谷 智太郎 Tomotaro Mitani（  朝倉医師会病院）

　

PP3-248 市立甲府病院における経尿道的尿路結石破砕術の治療成績
相川 純輝 Junki Aikawa（  市立甲府病院）

　
一般ポスター 3-24 4月20日（土）　14:00〜15:00　ポスター会場5

◆ 尿路上皮腫瘍/薬物療法 がん免疫療法3 　　座長：清水 史孝（順天堂大学医学部附属練馬病院）

　

PP3-249 転移性尿路上皮癌に対する2次化学療法あるいはペンブロリツマブによる治療効果の後方視的解析
加藤 実 Minoru Kato（  大阪市立大学）

　

PP3-250 尿路上皮がん患者に対する個別化がんペプチドワクチンの再発予防効果
末金 茂高 Shigetaka Suekane（  久留米大学／久留米大学医学部　がんワクチンセンター）

　

PP3-251 化学療法抵抗性尿路上皮癌に対するペムブロリズマブ治療の予後予測マーカー探索研究
荻原 広一郎 Koichiro Ogihara（  慶應義塾大学）

　

PP3-252 尿路上皮癌に対するペムブロリズマブの有効性における好中球・リンパ球比の検討
廣瀬 泰彦 Yasuhiko Hirose（  JA 愛知厚生連海南病院）

　

PP3-253 免疫チェックポイント複数を含む総合加療した進行尿路癌6例
光畑 直喜 Naoki Mitsuhata（  明神館クリニック）

　

PP3-254 当院における尿路上皮癌に対するペムブロリズマブの初期使用経験
千葉 量人 Kazuto Chiba（  横浜労災病院）

　

PP3-255 当院におけるペムブロリズマブの初期使用経験
郷力 昭宏 Akihiro Goriki（  松山赤十字病院）

　

PP3-256 進行性尿路上皮癌に対するペムブロリズマブの初期使用経験
萬上 弘子 Hiroko Banjo（  旭川医科大学病院）

　

PP3-257 当院におけるペムブロリズマブの初期使用経験
宗宮 快 Kai Somiya（  愛媛大学医学部附属病院）

　

PP3-258 当院における転移性尿路上皮癌に対するベムブロリズマブの使用経験
志賀 正宣 Masanobu Shiga（  筑波大学附属病院）

　

PP3-259 進行性尿路上皮癌に対するペンブロリズマブの初期治療経験
安住 誠 Makoto Azumi（  北見赤十字病院）

　

PP3-260 尿路上皮癌に対するPembrolizumabの当院での初期治療経験
鈴木 敦人 Atsuto Suzuki（  横浜市立みなと赤十字病院）

　
一般ポスター 3-25 4月20日（土）　14:00〜14:50　ポスター会場5

◆ 尿路上皮腫瘍/薬物療法 がん免疫療法4 　　座長：松尾 光哲（久留米大学）

　

PP3-261 当院におけるPembrolizumabの使用経験
田尻下 紘直 Hironao Tajirika（  横浜市立市民病院）

　

PP3-262 進行性尿路上皮癌に対するペンブロリズマブの初期治療成績
遠藤 勇気 Yuki Endo（  日本医科大学付属病院）

　

PP3-263 転移性尿路上皮癌に対するPembrolizumabの初期治療経験
三上 耕治 Kouji Mikami（  関東労災病院）

　

PP3-264 当院におけるペムブロリズマブの初期使用経験
河野 有香 Yuka Kono（  天理よろづ相談所病院）

　

PP3-265 名古屋大学関連施設での尿路上皮癌に対するPembrolizumabの初期治療成績
石川 智啓 Tomohiro Ishikawa（  JCHO 中京病院）

　

PP3-266 山形県におけるペムブロリズマブの初期使用経験
山辺 拓也 Takuya Yamanobe（  山形大学）

　

PP3-267 尿路上皮癌に対するPembrolizumabの効果予測因子の検討
湯口 友梨 Yuri Yuguchi（  JCHO 中京病院）

　

PP3-268 当院における進行性尿路上皮癌に対するペムブロリズマブの初期治療経験
河村 駿 Shun Kawamura（  兵庫県立がんセンター）
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PP3-269 熊本大学における進行性尿路上皮癌に対するペムブロリズマブの初期使用経験
福島 結美 Yumi Fukushima（  熊本大学）

　

PP3-270 当院における尿路上皮癌に対するペムブロリズマブの初期投与経験
川島 れい美 Reimi Kawashima（  東邦大学医療センター大森病院）

　
一般ポスター 3-26 4月20日（土）　14:00〜14:55　ポスター会場5

◆ 尿路上皮腫瘍/薬物療法 がん免疫療法5 　　座長：河合 憲康（名古屋市立大学）

　

PP3-271 当院における進行性尿路上皮癌に対するPembrolizumabの使用経験
荒木 博賢 Hiromasa Araki（  国立病院機構京都医療センター）

　

PP3-272 当院における尿路上皮癌に対するぺムブロリズマブの初期使用経験
三條 丹星 Tansei Sanjo（  さいたま市立病院）

　

PP3-273 横浜市立大学附属病院における尿路上皮癌に対するペンブロリズマブの導入期投与経験
喜納 悠斗 Yuto Kina（  横浜市立大学附属病院）

　

PP3-274 当院における尿路上皮癌に対するPembrolizumabの初期使用経験
南 秀朗 Hidero Minami（  公立能登総合病院）

　

PP3-275 転移性尿路上皮癌に対するペムブロリズマブの使用経験
西本 光寿 Mitsuhisa Nishimoto（  近畿大学医学部附属病院）

　

PP3-276 尿路上皮癌に対するペムブロリズマブの初期使用経験/効果を予測する臨床バイオマーカーの検討
嶋田 修一 Shuuichi Shimada（  東北大学）

　

PP3-277 当院における進行性尿路上皮癌に対するPembrolizmabの使用経験
小河 孝輔 Kosuke Ogawa（  神戸市立西神戸医療センター）

　

PP3-278 当院で開始したペムブロリズマブ3例の初期治療経験
小林 隆宏 Takahiro Kobayashi（  名古屋市立西部医療センター）

　

PP3-279 当院における転移性尿路上皮がんに対するペムブロリズマブの初期治療経験
小林 大地 Daichi Kobayashi（  安城更生病院）

　

PP3-280 当院における尿路上皮癌に対するペンブロリズマブの使用経験
清水 浩介 Kosuke Shimizu（  社会福祉法人京都社会事業財団京都桂病院）

　

PP3-281 島根大学医学部泌尿器科におけるペムブロリズマブの初期投与経験
有地 直子 Naoko Arichi（  島根大学）

　
一般ポスター 3-27 4月20日（土）　14:00〜14:40　ポスター会場5

◆ 膀胱腫瘍/膀胱内注入療法1 　　座長：佐塚 智和（千葉大学附属病院）

　

PP3-282 TURBT直後の抗癌剤膀胱内注入に伴う、生理食塩水を用いた持続膀胱灌流の膀胱内再発に及ぼす影響
黒田 健司 Kenji Kuroda（  防衛医科大学校）

　

PP3-283 当院における筋層非浸潤性膀胱癌に対するピラルビシン即時単回膀胱内注入療法の検討
佐藤 好嗣 Yoshitsugu Sato（  聖マリアンナ医科大学病院）

　

PP3-284 当院における筋層非浸潤性膀胱癌の検討
奥野 佑美子 Yumiko Okuno（  関東労災病院）

　

PP3-285 抗癌剤膀胱内注入は癌微小環境中の免疫状態を調整しBCG膀胱内注入療法の効果を増強する
堀 俊太 Shunta Hori（  奈良県立医科大学）

　

PP3-286 初発T1膀胱癌に対するBCG膀胱内注入療法の意義:second-TURは必要か?
馬塲 雅人 Masato Baba（  済生会滋賀県病院／滋賀医科大学）

　

PP3-287 筋層非浸潤性膀胱がんに対する術後BCG注入療法に関する無作為比較試験:導入6回 versus 導入+
維持1回（3，6，12，18か月）
木下 秀文 Hidefumi Kinoshita（  関西医科大学附属病院）

　

PP3-288 上部尿路上皮内癌（CIS）に対するbacillus Calmette-Guerin（BCG）療法の治療成績:根治的腎尿
管全摘術（RNU）との比較
堀口 裕貴 Hirotaka Horiguchi（  弘前大学）

　

PP3-289 筋層非浸潤性膀胱癌に対するBCG膀胱内注入療法の有無後の膀胱内再発と排尿改善治療薬既往との関連
菊池 大地 Daichi Kikuchi（  岩手医科大学附属病院）
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一般ポスター 3-28 4月20日（土）　14:00〜14:40　ポスター会場5

◆ 膀胱腫瘍/膀胱内注入療法2 　　座長：森實 修一（鳥取大学）

　

PP3-290 高リスク筋層非浸潤性膀胱癌に対するBCG膀胱内注入療法における再発および進展危険因子の検討
松下 和弘 Kazuhiro Matsushita（  高知高須病院）

　

PP3-291 当院における筋層非浸潤性膀胱がんの治療成績について
佐藤 琢磨 Takuma Sato（  東北大学病院）

　

PP3-292 日立総合病院と筑波大学附属病院における筋層非浸潤膀胱癌の治療成績についての検討
田沼 光三郎 Kouzaburou Tanuma（  日立総合病院）

　

PP3-293 当院での75歳以上におけるBCG膀胱内注入療法の後ろ向き検討
今田 憲二郎 Kenjiro Imada（  九州大学）

　

PP3-294 膀胱上皮内癌に対するBCG維持膀胱内注入療法の治療成績
西澤 哲 Satoshi Nishizawa（  和歌山県立医科大学）

　

PP3-295 BCG膀注療法の副作用予防．キノロン併用の効果．
山田 徹 Toru Yamada（  岐阜県総合医療センター／東海中央病院）

　

PP3-296 筋層非浸潤性膀胱癌に対するBCG膀胱内注入療法 -初回排尿後残尿量は副作用の予測因子となるか-
栃木 宏介 Kosuke Tochigi（  名古屋大学）

　

PP3-297 筋層非浸潤性尿路上皮癌に対して施行したBCG（ウシ型弱毒結核菌）尿路注入療法後に生じた腎結節
性病変の5例
大池 洋 Hiroshi Oike（  長野市民病院）

　
一般ポスター 3-29 4月20日（土）　14:00〜14:35　ポスター会場5

◆ 膀胱腫瘍/機能温存 　　座長：入江 慎一郎（福岡大学）

　

PP3-298 筋層浸潤膀胱癌に対する4者併用膀胱温存療法（TUR+低用量化学放射線療法+膀胱部分切除）:臨床
的リンパ節転移陽性例での治療成績
森山 真吾 Shingo Moriyama（  東京医科歯科大学）

　

PP3-299 筋層浸潤膀胱癌に対する4者併用膀胱温存療法（TUR+低用量化学放射線療法+膀胱部分切除）: サル
コペニアを有する症例での治療成績
福島 啓司 Hiroshi Fukushima（  東京医科歯科大学）

　

PP3-300 筋層浸潤膀胱癌に対する4者併用膀胱温存療法（TUR+低用量化学放射線療法+膀胱部分切除）:診断
時水腎症を有する症例での治療成績
戸出 真宏 Masahiro Toide（  東京医科歯科大学）

　

PP3-301 筋層浸潤を認める膀胱癌に対する放射線照射療法の検討
巣山 貴仁 Takahito Suyama（  帝京大学ちば総合医療センター）

　

PP3-302 当科におけるTURBT+拡大リンパ節郭清+全身化学療法による膀胱温存療法の治療成績
三神 晃 Hikaru Mikami（  日本医科大学付属病院）

　

PP3-303 筋層浸潤性膀胱癌に対する放射線併用シスプラチン動注化学療法6例の検討
善山 徳俊 Yasutoshi Yoshiyama（  社会医療法人財団石心会川崎幸病院）

　

PP3-304 浸潤性膀胱癌に対し根治目的に施行した化学療法併用放射線治療の成績
谷川 剛 Go Tanigawa（  大阪急性期・総合医療センター）

　
一般ポスター 3-30 4月20日（土）　14:00〜14:50　ポスター会場5

◆ その他 　　座長：西 一彦（熊本大学医学部附属病院）

　

PP3-305 術後腸閉塞と放射線治療後出血性膀胱炎に対する高気圧酸素治療の検討
金本 一洋 Kazuhiro Kanemoto（  JA 愛知厚生連豊田厚生病院）

　

PP3-306 当院における放射線性膀胱炎の臨床的特徴と治療の考察
鶴田 将史 Masafumi Tsuruta（  倉敷中央病院）

　

PP3-307 術者の手指消毒は泌尿器内視鏡手術における手術部位感染の発症に影響しない
藤井 泰普 Yasuhiro Fujii（  社会医療法人宏潤会大同病院）

　

PP3-308 日本泌尿器科学会総会における「わくわくジュニア手術体験セミナー」でのアンケート集計報告
西田 幸代 Sachiyo Nishida（  NTT 東日本札幌病院／日本泌尿器科学会男女共同参画委員会）
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PP3-309 国際医療福祉大学医学部における英語による医学生教育の初期経験
小野澤 瑞樹 Mizuki Onozawa（  国際医療福祉大学）

　

PP3-310 臨床実習直前の医学生に対する早期曝露プログラムとしての泌尿器科内視鏡手術ハンズオントレーニング
木村 友和 Tomokazu Kimura（  筑波大学）

　

PP3-311 学生へのアンケートを用いた泌尿器科領域臨床実習前授業の評価と解析
常森 寛行 Hiroyuki Tsunemori（  香川大学医学部附属病院）

　

PP3-312 演題取り下げ

　

PP3-313 2017年版泌尿器科医アンケートから見えた泌尿器科医師の現状
松下 千枝 Chie Matsushita（  社会福祉法人大阪暁明館病院　腎・泌尿器科センター／日本泌尿器科学会男女共同参画委員会）

　

PP3-314 地域完結型医療の一端を担う泌尿器科在宅医療
矢澤 聰 Satoshi Yazawa（  慶聰会矢澤クリニック渋谷・北本／慶應義塾大学／東京大学大学院医学系研究科在宅医療学講座）
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